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今の入試方式は
最適解か？
欲しい学生がと れない、中退しやすい、入学後伸びない…

入学定員超過制限の厳格化、
２年後に迫る2018年問題、そして、入試改革。
学生を送り出す高校側の
多様化した私大入試への評価と、
生き残りをかけていち早く入試改革に取り組む
大学を紹介する。

徹
底

検
証

入学後伸びる
学生獲得のための
ＡＯ入試改革

北海道科学大学 入試広報センター長

石田眞二

入試方式をスリム化し
ＡＰに合致した
志願者を増やす

甲南大学 学長室課長

林正樹
（株）進研アド

田村隆憲

学生募集戦略上
高校教員の入試への評価を
熟知することが重要

東洋大学 理事・入試部部長

加藤建二

センター廃止を見越し
多教科判定型入試で
学力上位層を確保

千葉工業大学 入試広報部部長

日下部聡

高校視点で
指定校・ＡＯを見直し
入試競争力を高める

追手門学院大学 アサーティブ課課長

志村知美

職員の面談で
高校生の心に
火をつける

多様化・肥大 化した入試方式の見直し方
特集●



部
系
統
別
の
志
願
者
数
を
２

０
１
５
年
度
と
比
べ
て
み
る

と
、
文
系
志
願
者
の
増
加
ぶ
り
が
目
に

付
き
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
傾
向
で
あ
っ

た
「
理
高
文
低
」
が
「
文
高
理
低
」
に

切
り
替
わ
り
ま
し
た
（
P.
５
上
の
図

表
）。
文
系
学
部
の
就
職
率
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
、
国
公
立
大
受
験
で
は
セ

ン
タ
ー
試
験
の
理
科
の
科
目
負
担
が
増

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
り
ま

す
。
２
０
１
５
年
度
の
高
２
生
（
現
高

３
生
）の
進
研
模
試
の
志
望
動
向
も「
文

高
理
低
」
で
あ
る
た
め
、
２
０
１
７
年

度
入
試
で
も
こ
の
傾
向
が
続
く
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。

　
好
調
な
文
系
の
中
で
も
法
学
系
統
、

経
済
・
経
営
・
商
学
系
統
は
、
国
公
・

私
両
方
の
志
願
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
近
年
の
低
調
を
脱
し
、
学
部
系

統
自
体
の
人
気
が
回
復
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
国
際
関
係
学
系
統
も
国
公
・
私
両
方

で
伸
び
て
い
ま
す
。
私
立
で
は
桜
美
林

大
学
や
学
習
院
大
学
、愛
知
淑
徳
大
学
、

近
畿
大
学
な
ど
、
同
系
統
の
学
部
新
設

が
相
次
い
だ
こ
と
も
志
願
者
数
増
に
寄

与
し
ま
し
た
。
近
年
人
気
が
続
く
こ
の

系
統
は
、競
争
も
激
し
く
な
っ
て
お
り
、

学
部
名
に
「
国
際
」
と
付
く
だ
け
で
は

受
験
生
に
選
ば
れ
ま
せ
ん
。
既
存
の
国

際
系
学
部
の
中
に
は
、
今
回
大
幅
に
志

願
者
が
減
っ
た
大
学
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
留
学
制
度
の
充
実
度
、
日
常
的
に

英
語
を
話
せ
る
環
境
の
有
無
な
ど
を
重

視
す
る
受
験
生
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　
理
系
の
学
部
系
統
が
全
体
的
に
低
調

な
中
、
私
立
の
工
学
系
統
が
突
出
し
て

Benesse
Report

（株）ベネッセコーポレーション
初等中等教育事業本部
高校営業部 情報企画課課長

森 明子

次
年
度
以
降
の
入
試
戦
略
を
立
て
る
う
え
で
は
、今
年
度
の
結
果
分
析
は
欠
か
せ
な
い
。

ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
が
調
べ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、２
０
１
６
年
度
入
試
を
振
り
返
る
。

今
後
の
入
試
広
報
に
向
け
て
、今
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
、

ベ
ネ
ッ
セ
入
試
分
析
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
２
０
１
６
年
度
入
試
を
分
析
す
る
。

Benesse Report

2
0
1
6
年
度
入
試
動
向
と

入
試
方
式
ト
レ
ン
ド
分
析

〜
高
校
の
視
点
を
交
え
な
が
ら
〜

もりあきこ●大学教育や入試に関
する調査・分析をもとに、全国の高校
に対して、より自校の生徒のニーズに
フィットした教育ができるよう、さまざま
な提案を行う。

「
文
高
理
低
」の
傾
向
は

高
２
模
試
で
も
継
続

入
試
結
果
の
全
体
像
を
把
握
し
て

次
年
度
以
降
の
戦
略
立
案
に
役
立
て
る

入
試
動
向

学
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＊ベネッセコーポレーション調べ。指数は、2015年度の志願者数を100としたときの値

城西国際

千葉工業

亜細亜
桜美林
学習院

工学院

白百合女子

大正

東京理科

日本

武蔵野

い
る
の
は
、
１
大
学
だ
け
で
２
・
５
万

人
以
上
志
願
者
数
を
増
や
し
た
、
千
葉

工
業
大
学
の
影
響
が
大
き
い
で
す
（ｐ

18
参
照
）。

　
新
設
さ
れ
た
学
部
・
学
科
の
状
況
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
（ｐ
５
下
の
図
表
）。

今
や
新
設
で
あ
る
こ
と
自
体
は
受
験
生

や
高
校
教
員
に
と
っ
て
強
い
誘
因
力
に

は
な
ら
ず
、
必
ず
し
も
出
願
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ブ
ラ
ン
ド
力
に
は
２
種
類
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
一
般
的
な
意
味
で
の
、
広

範
囲
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
通
じ
る

ブ
ラ
ン
ド
力
。
全
員
留
学
必
須
の
近
畿

大
学
国
際
学
部
、
52
年
ぶ
り
の
新
学
部

設
置
と
な
っ
た
学
習
院
大
学
の
国
際
社

会
科
学
部
な
ど
、
全
国
的
な
話
題
に

な
っ
た
学
部
に
は
多
数
の
志
願
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
高
校
教
員
に
対
す
る

ブ
ラ
ン
ド
力
で
す
。
受
験
生
の
出
願
行

動
を
見
る
と
、教
員
が
す
す
め
る
大
学
、

自
校
の
進
学
実
績
に
名
前
が
あ
る
大

学
、
進
学
し
た
先
輩
の
評
判
が
い
い
大

学
を
身
近
に
感
じ
、
志
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。
新
設
学
部
・
学
科

に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高

校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

し
て
、
他
大
学
、
他
学
部
と
何
が
違
う

の
か
、
入
学
後
に
ど
の
よ
う
な
教
育
が

受
け
ら
れ
る
の
か
を
し
っ
か
り
伝
え
、

入
学
者
か
ら
母
校
に
「
よ
い
評
判
」
を

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

言
え
そ
う
で
す
。

新設学部・学科は国際系を中心に志願者数は好調 ～主な私立大学の新設学部・学科志願状況

＊首都圏、中部、近畿の主な私立大学を抜粋。募集人員、志願者数は一般・センター入試合算   
＊募集人員は進研アド調べ  ＊志願者数はベネッセコーポレーション調べ。一部大学HPのデータより作成    

「文高理低」の中で目立つ私立大工学部の伸び ～学部系統別志願者数の増減（2016年度入試）
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特集●今の入試方式は最適解か？

い
る
の
は
、
１
大
学
だ
け
で
２
・
５
万

人
以
上
延
べ
志
願
者
数
を
増
や
し
た
千

葉
工
業
大
学
の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
P.
　18
参
照
）。

　
新
設
さ
れ
た
学
部
・
学
科
の
状
況
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
（
P.
５
下
の
図
表
）。

今
や
新
設
で
あ
る
こ
と
自
体
は
受
験
生

や
高
校
教
員
に
と
っ
て
強
い
誘
因
力
に

は
な
ら
ず
、
必
ず
し
も
出
願
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
志
願
者
を
集
め
る
ブ
ラ
ン
ド
力
に
は

２
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
広
範
囲
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
通
じ
る
ブ
ラ
ン

ド
力
。
全
員
留
学
必
須
の
近
畿
大
学
国

レ
ン
ド
の
１
つ
目
と
し
て
、
入

試
教
科
・
科
目
増
を
取
り
上
げ

ま
し
た
（
P.
７
右
の
図
表
）。
例
に
挙

げ
た
４
大
学
の
ほ
か
、
全
国
的
に
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
意
識
し
て
英
語
を
必
須

化
す
る
大
学
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
入
試
教
科
や
科
目
を
増
や
す
と
受
験

際
学
部
、
52
年
ぶ
り
の
新
学
部
で
あ
る

学
習
院
大
学
の
国
際
社
会
科
学
部
な

ど
、
全
国
的
に
話
題
に
な
っ
た
学
部
に

は
多
数
の
志
願
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
高
校
教
員
に
対
す
る

ブ
ラ
ン
ド
力
で
す
。
受
験
生
の
出
願
行

動
を
見
る
と
、教
員
が
す
す
め
る
大
学
、

自
校
の
進
学
実
績
に
名
前
が
あ
る
大

学
、
進
学
し
た
先
輩
の
評
判
が
い
い
大

学
を
志
望
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。
新
設
学
部
・
学
科
に
限
っ
た
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
校
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、他
大
学
、

他
学
部
と
何
が
違
う
の
か
、
入
学
後
に

ど
の
よ
う
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
の
か

を
し
っ
か
り
伝
え
、
入
学
者
か
ら
母
校

に
「
よ
い
評
判
」
を
持
っ
て
帰
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
と
言
え
そ
う
で
す
。

生
の
負
担
が
増
す
た
め
、
一
時
的
に
志

願
者
は
減
り
ま
す
。
し
か
し
高
校
教
員

に
と
っ
て
は
、
生
徒
の
学
習
動
機
に
結

び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
教
科
・

科
目
増
は
決
し
て
嫌
わ
れ
る
動
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
と
整
合
性
が
あ
り
、
目
的

意
識
を
持
っ
た
教
科
・
科
目
増
で
あ
れ

ば
、
高
校
か
ら
の
信
頼
感
は
増
す
で

し
ょ
う
。
大
学
と
し
て
も
基
礎
学
力
の

高
い
学
生
を
集
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

中
長
期
的
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　
１
、
２
教
科
入
試
を
３
教
科
入
試
に

し
た
い
思
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、
他
大

学
と
足
並
み
を
揃
え
な
い
と
自
学
が
不

利
に
な
る
と
躊
躇
し
て
い
る
私
立
大
学

は
多
い
よ
う
で
す
。
目
先
の
志
願
者
数

は
気
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
数
年
先
を

見
据
え
た
入
試
戦
略
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
文
部
科
学
省
が
進
め
て
い
る
入
試
改

革
の
う
ち
、「
多
面
的
、
総
合
的
評
価
」

へ
の
転
換
の
例
と
し
て
、Ａ
Ｏ
入
試
を

例
に
挙
げ
て
み
ま
す
と
（
P.
７
左
の
図

表
）、
新
た
に
実
施
し
た
学
部
は
文
系

中
心
、
廃
止
し
た
学
部
は
理
系
中
心
の

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
で
も
受
か
る
よ
う
な
定
員
補
充
の

た
め
の
Ａ
Ｏ
で
は
な
く
、Ａ
Ｏ
本
来
の

趣
旨
に
立
ち
戻
っ
た
入
試
が
私
立
大
学

に
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
意
欲
的
な
推
薦
・Ａ
Ｏ
入

試
や
、
学
力
を
問
う
Ａ
Ｏ
入
試
に
は
、

高
校
教
員
は
お
お
む
ね
好
意
的
で
す
。

た
だ
高
校
側
は
、「
出
願
さ
せ
る
以
上

合
格
さ
せ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
何

ら
か
の
対
策
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
こ
の
点
で
、
求
め
ら
れ
る
能

力
が
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
り
、
不
明
瞭

だ
っ
た
り
す
る
入
試
は
対
策
が
と
り
に

く
く
、
出
願
さ
せ
る
こ
と
を
た
め
ら
う

教
員
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。
大
学
側

に「
特
別
な
対
策
を
す
る
の
で
は
な
く
、

日
頃
の
学
習
姿
勢
を
見
せ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
も
、
す
れ
違
い

に
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
高
校
側
の
事
情
を
理
解

し
た
上
で
、
生
徒
の
何
を
見
た
い
入
試

な
の
か
を
高
校
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
う
で
は
な
い
と
、
手
間
を
か

け
て
選
抜
す
る
入
試
を
つ
く
っ
て
も
、

志
願
者
増
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ベ
ネ
ッ
セ
が
高
校
教
員
に
対
し
て

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
進
路

指
導
を
す
る
際
の
課
題
と
し
て
一
番

多
か
っ
た
回
答
は
、「
志
望
校
へ
の
こ

だ
わ
り
、
志
望
理
由
の
明
確
化
」
で

し
た
。
そ
し
て
次
に
多
か
っ
た
回
答

が
、「
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
る

指
導
」「
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
高
め

募
集
力
を
左
右
す
る

２
種
類
の
ブ
ラ
ン
ド
力

高
校
の
学
習
に
結
び
つ
く
入
試
は

高
校
の
信
頼
感
に
つ
な
が
る

Ａ
Ｏ
入
試
へ
の
出
願
を

高
校
が
た
め
ら
う
理
由

「
教
科
・
科
目
増
」と「
Ａ
Ｏ
」に
注
目

各
大
学
は
何
を
め
ざ
し
て
動
い
た
の
か

入
試
方
式
の
ト
レ
ン
ド

ト

新
た
に
A
O
入
試
を
実
施

文理問わず、英語必須化の傾向あり
～2016年度入試で教科・科目増を行った私立大学例と志願者増減

宮城学院女子

東北文化学園

工学院

清泉女子

桐朋学園

日本

明治学院
神奈川工科

湘南医療

金沢星稜
同志社女子
立命館

大阪体育

奈良

九州産業

久留米
福岡

熊本学園

北海道薬科
実践女子

日本

東京都市

明治
神奈川

金城

名古屋学院

修文
広島修道

学芸

教育

医療福祉

先進工

文

音楽

文理

心理
看護

保健医療

人間科学
学芸
文

教育

文

経済

国際文化

商二
商
商二
社会福祉

商

薬
文

生物資源

工

理工
理

医療健康

商

健康栄養
人文

音楽
教育／健康教育
教育／児童教育
教育／幼児教育
リハビリテーション／理学療法
看護
応用物理
機械理工
文化史
音楽／ピアノ
音楽／弦楽器
ドイツ文
社会福祉
心理
看護
リハビリテーション／作業療法
リハビリテーション／理学療法
看護
こども
音楽／演奏
人文／東アジア研究
教育／小学校教育
教育／保健体育教育
史学
文化財
経済
国際文化
日本文化
臨床心理
商
商
商
子ども家庭福祉
経営
商
薬
国文
国際地域開発
食品ビジネス
森林資源科学
生物環境工
エネルギー化学
医用工
機械シス工
機械工
建築
原子力安全工
電気電子工
都市工
数学
総合理学プログラム
作業療法
理学療法
経営情報
商
管理栄養
人間関係／教育学

新たにAO入試を実施する学部は文系、
廃止学部は理系中心の傾向
～2016年度入試でAO入試を新たに実施・廃止した私立大学例

摂南

医療技術

福岡医療
技術

外国語

教育

経済

文

法

理工

先進工

システム
理工

外国語

経営

経済

法

外国語

経営／経営情報

経済

法律

経営

経営
情報

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期

センター前期・後期

Ｂ

Ｂ

後期

前期

全学統一

前期Ａ

前期ＡＣ

前期Ａ

前期ＡＣ

前期Ａ

前期ＡＣ

前期Ａ

前期ＡＣ

英語必須化

英語必須化

英語必須化

英語必須化

選択科目が1科目増

英語必須化

英語・国語必須化

英語・国語必須化

英語必須化

英語必須化

英語・国語必須化

英語・国語必須化

英語必須化

英語必須化

英語必須化

英語必須化

英語必須化

英語必須化

選択科目が1科目増

選択科目が1科目増

理科、英語必須化

理科、英語必須化

数学、理科、英語必須化

数学、理科、英語必須化

数学、理科、英語必須化

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ
／（セ）英語は筆記・リスニング
両方必須化

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ
／（セ）英語は筆記・リスニング
両方必須化

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ
／（セ）英語は筆記・リスニング
両方必須化

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ

国語必須化、数学ⅠＡ→数学ⅠⅡＡ
／（セ）英語は筆記・リスニング
両方必須化

A
O
入
試
を
廃
止

大学 学部

＊進研アド調べ　＊（セ）：センター試験利用科目
＊1 医療技術学科のセンター前期は2016年度入試から

大学 学部 入試方式 入試科目変更点 志願者数
の増減

学科
（コース）

外国語

教育文化／
初等教育

観光経営／
経営／経済／
地域経済

史学／日本文化

社会／心理

法律

航空宇宙工
（ヘリパイロット）

帝京

工学院

芝浦工業

応用化

環境化

環境システム

機械制御システム

スポーツ医療／
看護／視能矯正／
柔道整復／診療放
射線／臨床検査

理学療法／
作業療法／看護
／診療放射線／
医療技術＊1

バイオサイエンス
／機械・精密システ
ム工／航空宇宙工
（航空宇宙工学）／
情報電子工

学科／専攻

＊進研アド調べ
＊「新たにAO入試を実施」については、純粋に、「入試方式を増やした」例は除く

（例えば今までAO入試Ⅰ期・Ⅱ期があったが、2016年度からAO入試Ⅲ期を増やした等） 

増

減
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前年度より合格者数を絞り込んでいる大規模私立大学も
～主な私立大の2016年度一般・センター利用入試合格者数状況例

＊首都圏、中部、近畿の大規模大学を抜粋。志願者・合格者数は一般・センター入試合算。進研アド調べ

容
定
員
８
千
人
以
上
）、
中
規
模
（
同

４
千
人
以
上
）
の
大
学
に
つ
い
て
、
私

学
助
成
金
不
交
付
の
基
準
を
厳
格
化
す

る
制
度
が
２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
競
合
す
る
大
学
が
ど
れ
だ
け

合
格
者
数
を
絞
る
か
、
ま
た
追
加
合
格

を
出
す
か
が
読
め
ず
、
自
学
の
合
格
者

数
の
設
定
に
悩
ま
れ
た
大
学
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
P.
９
下
の
図
表
は
、
３
大
都
市
圏
の

大
規
模
大
学
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
２

０
１
５
、
２
０
１
６
年
度
の
合
格
者
数

を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
半
数
以
上
の

大
学
が
、
合
格
者
数
を
絞
り
込
ん
だ
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
学
の
合
格
基
準
が
厳

し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
校
現
場
で

は
「
前
年
ま
で
な
ら
合
格
で
き
た
は
ず

な
の
に
」
と
い
う
声
も
出
ま
し
た
。
こ

の
影
響
で
志
望
校
の
目
標
レ
ベ
ル
を
下

げ
る
生
徒
が
増
え
る
な
ど
、
今
後
の
出

願
戦
略
に
影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
で
す
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
も
合
格
基
準
が

大
き
く
変
わ
る
大
学
に
対
し
て
は
、「
年

変
動
が
大
き
く
、
合
否
ラ
イ
ン
が
読
め

な
い
」
と
考
え
て
、
出
願
を
控
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
私
立
大
学
に
と
っ
て
、
入
学
定
員
の

厳
格
化
と
並
ん
で
注
目
し
て
お
き
た
い

の
が
、
国
立
大
学
の
後
期
日
程
廃
止
の

動
向
で
す
。

　
２
０
１
６
年
度
入
試
で
は
東
京
大
学

の
後
期
日
程
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
前

期
日
程
受
験
者
の
多
く
が
、
一
橋
大
学

や
東
京
工
業
大
学
を
後
期
の
併
願
先
に

す
る
動
き
が
強
ま
る
と
予
測
さ
れ
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
早
稲
田
大
学
、
慶
應

義
塾
大
学
な
ど
の
私
立
大
学
を
併
願
先

と
す
る
ケ
ー
ス
が
よ
り
目
立
ち
ま
し

た
。
国
立
大
学
の
後
期
日
程
廃
止
の
受

け
皿
が
私
立
大
学
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
７
年
度
は
大
阪
大
学
の
後
期

日
程
が
廃
止
さ
れ
、
旧
帝
大
ク
ラ
ス
の

大
学
の
後
期
日
程
は
さ
ら
に
縮
小
さ
れ

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
国
立
大
学
で
も
同

様
の
傾
向
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
国

立
大
学
協
会
は
、
２
０
１
５
年
９
月
に

公
表
し
た
「
国
立
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
推
薦
・Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
に
よ

る
入
学
者
の
割
合
を
２
０
１
８
年
度
ま

で
に
入
学
定
員
の
30
％
に
拡
大
す
る
目

標
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
30
％
は
多

く
の
場
合
、
後
期
日
程
に
充
て
ら
れ
て

い
た
定
員
が
回
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、
私
立
大

学
を
併
願
す
る
受
験
生
は
今
後
さ
ら
に

増
え
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
を
呼

び
込
む
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
志

願
者
増
を
め
ざ
す
有
効
な
手
段
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

る
指
導
」
を
強
化
し
た
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
れ
は
大
学
・
学
部
の
志
望

理
由
と
社
会
で
の
活
躍
の
仕
方
を
リ
ン

ク
さ
せ
た
い
と
考
え
る
教
員
が
多
い
こ

と
を
示
す
結
果
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、

大
学
進
学
後
の
学
び
と
社
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
自
信
を
持
っ
て
語
る
こ
と

が
で
き
る
高
校
教
員
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
学
で
身
に
付
け
た
力
を
社

会
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
選
抜
方
法
を
採
用
し
て
い
る

の
か
を
大
学
側
が
高
校
側
に
も
っ
と
発

信
す
る
と
、
生
徒
の
出
願
意
欲
を
促
進

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

０
０
９
年
度
以
降
、
経
営
上
の

課
題
解
決
な
ど
を
め
ざ
し
た
私

立
大
学
の
公
立
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
各
大
学
の
志
願
者
数
の
推

移
を
ま
と
め
ま
し
た
（
P.
９
上
の
図

表
）。
２
０
１
６
年
度
に
公
立
化
し
た

山
口
東
京
理
科
大
学
が
志
願
者
数
を
前

年
度
の
約
３
倍
に
伸
ば
す
な
ど
、
公
立

化
初
年
度
は
全
大
学
が
志
願
者
数
を
大

幅
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
学
費
負
担
が

小
さ
く
な
る
た
め
、
経
済
面
で
志
望
校

選
択
に
制
約
が
あ
る
地
元
の
受
験
生
が

集
ま
る
よ
う
に
な
る
の
は
確
か
で
す
。

　
た
だ
、
公
立
化
２
年
目
以
降
、
志
願

者
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
大
学
・
学
部

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
費
以
外

の
魅
力
を
打
ち
出
し
続
け
な
け
れ
ば
、

人
気
の
維
持
は
難
し
い
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
施
設
や
教
学
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
は
資
金
が
必
要
で
す
。
大
学
を
支

え
る
自
治
体
の
財
政
に
ど
れ
だ
け
余
裕

が
あ
る
の
か
も
、
結
果
的
に
人
気
を
左

右
す
る
重
要
な
要
素
だ
と
言
え
ま
す
。

　
大
都
市
圏
の
大
学
に
お
け
る
入
学
定

員
超
過
を
是
正
し
よ
う
と
、大
規
模（
収

公
立
化
の
真
の
勝
負
は

２
年
目
以
降
に
あ
り

入
学
定
員
厳
格
化
で

変
化
す
る
出
願
動
向

国
立
大
学
後
期
廃
止
は

私
立
大
学
に
は
チ
ャ
ン
ス

国
の
教
育
施
策
と
国
公
立
大
学
の
後
期
廃
止
が

私
立
大
入
試
に
与
え
る
影
響
を
考
察
す
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
影
響

２

公立化初年度は志願者増が見込めるが、その後の維持は難しい ～私立大学から公立大学法人化した大学の志願者推移

＊進研アド調べ　＊1 私立大学時の志願者数は一般・センター入試の数を合算。公立大学化以降は前・中・後期の志願者数の合算
＊2 2015年度まで成美大学。2016年度の志願者数はHPより合計　＊3 2016年度の志願者数はHPより合計

高知工科
（2009年度）

静岡文化芸術
（2010年度）

名桜
（2010年度）

公立鳥取環境
（2012年度）

長岡造形
（2014年度）

福知山公立 ＊2

（2016年度）

山口東京理科 ＊3

（2016年度）

マネジメント
経済・マネジメント学群
情報学群
工
システム工学群
環境理工学群
                         計
文化政策
デザイン
                         計
国際学群
人間健康
                         計
環境情報
経営
環境
                         計

造形

地域経営

工
基礎工
                         計

-    
-    
-    
559
-    
-    
559

1,588
386

1,974
99

107
206
278
-    
-    
278

191

非公表

-    
177
177

-    
-    
-    
463
-    
-    
463

1,807
448

2,255
非公表
非公表
非公表

221
-    
-    
221

164

非公表

-    
非公表
非公表

77
-    
-    
375
-    
-    
452

1,522
393

1,915
非公表
非公表
非公表

193
-    
-    
193

103

非公表

-    
182
182

787
-    
805
-    

2,104
1,192
4,888
1,975

410
2,385

56
166
222
149
-    
-    
149

103

非公表

205
-    
205

768
-    
600
-    

1,235
412

3,015
2,561

674
3,235

234
506
740
164
-    
-    
164

70

非公表

216
-    
216

335
-    
452
-    
705
759

2,251
1,869

495
2,364

850
755

1,605
355
-    
-    
355

91

非公表

265
-    
265

294
-    
471
-    
610
601

1,976
1,065

527
1,592
1,124

732
1,856

-    
809

1,401
2,210

106

非公表

305
-    
305

264
-    
375
-    
503
498

1,640
1,105

538
1,643

606
459

1,065
-    
281
467
748

212

非公表

327
-    
327

314
-    
363
-    
636
906

2,219
1,062

524
1,586

663
536

1,199
-    

1,048
914

1,962

844

非公表

300
-    
300

-    
779
256
-    
590
582

2,207
847
543

1,390
724
535

1,259
-    
629
588

1,217

615

73

1,395
-    

1,395

-    
500
431
-    
726
363

2,020
1,234

492
1,726

580
491

1,071
-    
879
478

1,357

658

1,569

4,149
-    

4,149

大学 
（公立化年度） 学部・学群

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016年度
志願者数（人） ＊1

日本
早 稲 田
立 命 館
東 海
東 洋
明 治
近 畿
関 西
法 政
慶 應 義 塾
同 志 社
関 西 学 院
中 央
帝 京
龍 谷
神 奈 川
立 教
福 岡
専 修
青 山 学 院
東 京 理 科
駒 澤
名 城
京 都 産 業
国 士 舘

14,160 
8,940 
7,077 
6,755 
6,732 
6,730 
6,730 
6,522 
6,441 
6,405 
6,035 
5,690 
5,507 
5,369 
4,530 
4,230 
4,135 
4,110 
4,000 
3,902 
3,565 
3,215 
3,155 
2,900 
2,820 

94,373 
103,494 
87,668 
43,659 
83,546 

105,702 
112,169 
82,941 
93,986 
43,352 
49,369 
41,500 
69,818 
33,256 
45,410 
25,798 
66,351 
44,311 
31,324 
59,738 
52,108 
31,575 
31,883 
31,295 
17,263 

28,244 
18,281 
30,848 
13,365 
24,433 
24,909 
22,966 
19,160 
19,549 
9,545 

17,397 
13,126 
16,633 
9,716 

11,245 
9,498 

13,198 
14,003 
10,871 
10,085 
16,437 
10,034 
9,809 
7,856 
6,070 

14,760 
8,940 
7,157 
6,755 
6,732 
6,730 
7,050 
6,522 
6,441 
6,405 
6,035 
5,690 
5,507 
5,369 
4,539 
4,230 
4,150 
4,110 
4,000 
3,902 
3,565 
3,215 
3,155 
2,935 
2,820 

104,558 
108,039 
94,930 
45,207 
84,886 

108,500 
119,915 
82,592 

101,976 
44,797 
50,147 
37,622 
75,275 
28,125 
47,694 
27,036 
60,693 
47,509 
36,536 
59,850 
51,404 
38,748 
35,689 
35,440 
20,444 

29,517 
17,976 
31,983 
13,074 
23,938 
24,144 
25,439 
18,908 
23,192 
9,252 

17,573 
13,718 
16,431 
8,235 

10,049 
9,294 

12,838 
13,427 
10,721 
9,504 

16,268 
10,586 
10,765 
8,378 
6,028 

600
0

80
0
0
0

320
0
0
0
0
0
0
0
9
0

15
0
0
0
0
0
0

35
0

1,273
▲305
1,135
▲291
▲495
▲765
2,473
▲252
3,643
▲293

176
592

▲202
▲1,481
▲1,196

▲204
▲360
▲576
▲150
▲581
▲169

552
956
522

▲42

前年度差2016年度2015年度
大学 入学定員数（人） 志願者（人） 合格者（人） 入学定員数（人） 志願者数（人） 合格者（人） 定員数の差（人）合格者数の差（人）

特集●今の入試方式は最適解か？
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特集●今の入試方式は最適解か？

寺
島 

求

その入試は、どんな人間を育てるためのものか

高
校
の
先
生
が

す
す
め
や
す
い
入
試

す
す
め
に
く
い
入
試

　
私
は
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
在
籍
中
、
高
校
向
け
の
事
業
に
携
わ

り
、
千
校
以
上
の
高
校
を
訪
問
し
、
全

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
高
校
の
先
生
と
仕
事

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
高
校
の
進
路
指

導
現
場
は
、
私
が
見
て
き
た
こ
の
20
年

の
間
、
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
一
言

で
表
現
す
る
と
、
都
市
部
の
高
校
に
お

け
る
生
徒
の
出
願
先
決
定
に
教
員
が
関

わ
る
度
合
い
が
は
る
か
に
高
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
地
方
の
進
学
校
で
は
従
来
よ
り
進
路

指
導
が
手
厚
か
っ
た
一
方
、
都
市
部
の

高
校
で
は
教
員
が
積
極
的
に
生
徒
に
進

路
を
考
え
さ
せ
た
り
、
生
徒
が
希
望
す

る
進
路
に
意
見
し
た
り
す
る
場
面
は
少

な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
90
年
代
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

学
部
学
科
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、

入
試
方
式
も
多
様
化
、
私
立
大
学
志
願

者
が
大
幅
に
増
加
し
た
結
果
、
大
学
選

び
が
非
常
に
複
雑
に
な
り
、
高
校
に
手

厚
い
進
路
指
導
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
都
市
部
で

は
進
路
指
導
が
充
実
し
た
私
立
高
校
の

人
気
が
高
ま
り
、
複
数
の
都
市
に
お
い

て
公
立
と
私
立
の
進
学
実
績
が
逆
転
す

る
と
こ
ろ
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
状

況
に
対
し
て
教
育
行
政
が
、
２
０
０
０

年
ご
ろ
か
ら
公
立
高
校
の
進
路
指
導
改

革
を
推
進
し
始
め
た
の
で
す
。

　
現
在
で
は
公
立
・
私
立
・
地
方
・
都

市
部
問
わ
ず
、
進
路
指
導
の
充
実
度
が

高
校
の
評
価
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
つ
ま
り
、
生
徒
が
志
望
校
を
検
討

し
た
り
、
出
願
先
を
決
定
す
る
際
に
影

響
を
受
け
る
人
物
が
高
校
教
員
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
大
学

に
と
っ
て
は
、
高
校
教
員
が
「
ど
ん
な

入
試
」
で
「
ど
ん
な
大
学
」
を
評
価
し

て
い
る
の
か
を
熟
知
す
る
こ
と
が
、
学

生
の
募
集
戦
略
上
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
多
く
の
高
校
教
員
は
、
生
徒
の
希
望

進
路
実
現
の
た
め
、
高
校
３
年
間
の
中

で
、
学
び
続
け
る
意
欲
と
姿
勢
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
高
校
の
指
導
の
延
長
線
上
に
大

学
入
試
が
あ
っ
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
高
３
の
最
後
ま
で
無
駄

に
せ
ず
真
面
目
に
努
力
し
続
け
た
こ
と

が
反
映
さ
れ
る
入
試
や
、
そ
の
よ
う
な

入
試
を
実
施
す
る
大
学
を
、
高
校
教
員

は
評
価
し
ま
す
。
一
方
、
勉
強
し
な
く

て
も
簡
単
な
面
接
だ
け
で
合
格
で
き
る

入
試
や
、
１
、
２
教
科
だ
け
の
入
試
は
、

高
校
教
員
に
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。

　
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
４
つ
の
高
校

で
も
、
努
力
し
た
人
と
し
て
い
な
い
人

の
差
が
出
に
く
い
入
試
は
、
生
徒
の
成

長
を
妨
げ
る
こ
と
か
ら
「
す
す
め
に
く

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表
）。
求

め
る
学
生
像
が
不
明
確
で
志
願
者
を
集

め
る
た
め
だ
け
に
、
受
験
生
に
と
っ
て

負
担
の
少
な
い
入
試
方
式
を
増
や
す
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
高
校
教
員
に
対
し

て
は
逆
効
果
で
し
ょ
う
。

　
入
試
方
式
を
増
や
し
て
い
る
大
学
で

も
、
そ
の
ポ
リ
シ
ー
が
明
確
で
あ
れ
ば

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
、

求
め
て
い
る
学
生
と
選
抜
方
法
に
整
合

性
が
あ
る
か
ど
う
か
。
最
近
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
使
っ
て
、
志

望
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を

調
べ
さ
せ
る
高
校
も
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
高
校
が
、
大
学
に
対
し
て

「
も
っ
と
情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
進
路
指
導
に
お
け

る
教
員
の
責
任
が
重
く
な
り
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
適
し
た
大
学
、
適
し
た
入

試
を
す
す
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

に
、
意
図
が
酌
み
に
く
い
入
試
が
多
す

ぎ
る
と
い
う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
高
校
の
先
生
に
と
っ
て
は
、
送
り
出

し
た
生
徒
が
進
学
先
で
成
長
す
る
こ
と

が
一
番
の
喜
び
で
す
。
親
身
に
生
徒
を

成
長
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
伝
わ
る

入
試
や
大
学
に
は
心
を
打
た
れ
、
生
徒

に
積
極
的
に
す
す
め
る
は
ず
で
す
。

　「
志
望
校
（
＝
目
標
）
を
決
め
、
模
試

な
ど
を
通
じ
て
実
力
を
自
己
分
析
し
、

目
標
達
成
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
」

̶̶
こ
の
よ
う
に
高
校
の
進
路
指
導
は
、

「
大
学
受
験
を
通
じ
て
生
き
る
力
を
育

て
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
い

わ
ば
大
学
受
験
は
、
受
験
を
通
じ
て
大

学
で
伸
び
る
土
台
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
高
校
に
と
っ
て
も
大

学
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
受
験
生
本
人

と
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
大
学
入

試
に
お
け
る
共
通
の
願
い
の
一
つ
が
、

入
学
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
責
任
を
押
し
付

け
合
う
の
で
は
な
く
、
４
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
何
が
で
き
る
の
か
を

模
索
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
だ
け
入
試
方
式
が
多
様
化
し
て

い
る
状
況
で
は
、
特
に
情
報
の
識
別
、

共
有
が
重
要
で
し
ょ
う
。
大
学
は
入
試

に
込
め
た
狙
い
を
正
確
に
か
つ
、
具
体

的
に
発
信
し
、
高
校
教
員
は
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
い
た
指
導
を
行
う
。
生
徒
や

保
護
者
に
は
入
学
後
に
成
長
で
き
る
進

学
先
を
探
す
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
で
、

大
学
や
高
校
に
は
そ
れ
を
養
う
責
任
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に

し
て
果
た
す
の
か
、
私
た
ち
は
大
学
の

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
や
、高
校
生
の
志
望
校
選
び
や
出
願
に
最
も
影
響
を
与
え
て
い
る
高
校
の
進
路
指
導
。

今
の
大
学
入
試
は
高
校
現
場
で
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、探
る
。

高校教員がすすめやすい／すすめにくい入試ヒアリング結果

問題
提起1

すすめやすい入試進学状況 すすめにくい入試 最近の高校生の
傾向と私大への要望

公立
A校

公立
B校

私立
C校

私立
D校

▶経済学系なら数学も課すなど学びに
必要な教科が受験教科の一般入試
▶学力試験を課す推薦・AO入試
▶100字程度の記述式、論述式の入試

▶10月以降に行われる入試
▶アドミッションポリシーに基づく入試
▶入学後の学びに必要な科目を必須と
する入試

▶一般入試。受験を通じてチャレンジす
る力、がんばる力を養うために
▶推薦・AO入試であれば、課題や書類
がシンプルでコンパクトな入試

▶学力で評価される入試
▶得意な分野を高評価してくれる入試

（英語の外部検定活用入試など）

▶学力試験を課さない推薦・AO入試。センター
受験を必須にするなど冬まで勉強させるようにし
た方が、大学にとっても質保証につながるので
はないか

▶AO入試。学生募集自体が目的の、生徒にこ
びた入試が目立つ。8月受験では生徒が考えた
り準備する時間がない
▶大学での学びに必要な科目を課さない入試

▶８月から始まるAO入試は対策しにくい。そもそ
もAO入試を志望する生徒は成績が足りない、
欠席が多いなどの問題があることが少なくない

▶選考が長期間にわたるAO入試。不合格の
場合大学進学への意欲がなくなる
▶グループ活動による評価。評価基準が不明
瞭で、指導が困難

▶科目を絞って受験できる大学を選ぶな
ど、効率よく大学に合格しようとする生徒が
増加中。教科・科目横断的な入試の増加を
望む

▶指定校推薦でさえ安全圏の大学を申請
するような「安・近・短」志向は、最近の生徒
の気質もあるが、経済的な要因も大。高額
な学費のため選択肢が狭まっている

▶大学選びに緊張感がない。「安・近・短」
で選びがち
▶学費は進学先決定の大きなファクター。
複数合格したら、学費が安い大学を選ぶ

▶学生確保のための入試の早期化は反対
▶学力試験でない試験の場合、なぜ不合
格だったのかをきちんと受験生に伝えるしく
みが必要ではないか

　高校教員が知りたいのは、志願者数や合格者数な
どの表面的な結果だけではなく、選抜過程で何を評価
し、どんな学生を育てるのかという、入試に込められた考
えなのです。その意味で最近各入試教科の評価方法
や入試結果の詳細を公表するなど、入試への思いが
見える大学が増えてきたのは喜ばしい傾向です。
　入試は狙いと内容次第で、大学全体の学生の質を
変える力を持っていると思います。たとえマーク式の試

験でも、センター試験のように知識に加えて、その活用
能力を測ることは可能です。また、少数でも、学びの面
でリーダーになるような学生を入学させることができれ
ば、周囲の学生に影響を与え、集団として成長させるこ
とができる。これは、大学の教育力アップにもつながる
のではないでしょうか。
　高校時代の学習姿勢を評価する入試が増えること
を期待しています。

（株）進研アド
代表取締役社長

田村隆憲
たむらたかのり●（株）ベネッセコーポレー
ション高校事業部の中・四国支社営業統括
責任者、首都圏営業統括責任者、全国営
業統括責任者、（株）進研アド営業本部長
を経て、2016年４月より現職。

てらしまもとむ●都立高校改
革の先頭に立ち、進路指導プ
ログラムを開発。現在は「受験
を通じて人間力を高める」をモッ
トーに、全国の高校の進路指
導アドバイザーを務める。

東
京
都
立
西
高
校

主
幹
教
諭

私立大中心。

国公立大進学者もあり

私立大中心。

国公立大進学者もあり

私立大中心。

国公立大進学者もあり

私立大中心。

専門学校進学者もあり

複
雑
化
し
た
大
学
選
び

高
校
の
進
路
指
導
が
手
厚
く

高
校
３
年
間
の
指
導
と
努
力

の
先
に
大
学
入
試
が
あ
る

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に

何
が
で
き
る
か

取材・文／児山雄介

撮影（田村隆憲）／柳田隆司

※編集部調べ
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近
年
、指
定
校
推
薦
制
度
の
活
用
に

問
題
を
感
じ
て
い
る
大
学
も
少
な
く
な
い
。

大
学
と
高
校
の
双
方
に
事
情
を
聞
き

解
決
す
べ
き
課
題
を
探
っ
た
。

指
定
校
推
薦
の

問
題
点

　
指
定
校
推
薦
は
多
く
の
私
立
大
学
が

実
施
し
て
お
り
、
入
学
者
に
占
め
る
割

合
も
低
く
は
な
い
。
編
集
部
が
入
試
関

連
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
る
10
大
学
を
調
べ
た
結
果
、
募
集
人

員
に
占
め
る
指
定
校
推
薦
枠
の
割
合

は
、
5
％
〜
25
％
を
占
め
て
い
た
。

　
定
員
割
れ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
た
い

大
学
側
か
ら
見
れ
ば
、
指
定
校
推
薦
制

度
は
か
つ
て
は
「
高
校
の
お
墨
つ
き
」

を
得
た
生
徒
を 〝
早
期
に
〞〝
よ
り
確

実
に
〞確
保
で
き
る
入
試
方
式
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
最
近
は
問
題
視
し
て
い

る
大
学
も
多
い
。

　
大
学
側
が
感
じ
て
い
る
問
題
の
一
つ

は
、「
高
校
の
お
墨
つ
き
」
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
学
力
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い

学
生
が
い
る
こ
と
だ
。「
一
般
入
試
入

学
者
と
の
学
力
差
が
学
内
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
」（
九
州
の
理
系
私
大
）、

「
出
席
率
は
お
お
む
ね
よ
い
が
、
学
力

は
バ
ラ
バ
ラ
。
絶
対
評
価
が
導
入
さ
れ

て
か
ら
は
評
定
平
均
値
も
信
用
で
き
な

く
な
っ
た
」（
首
都
圏
の
理
系
私
大
）。

　
極
端
な
例
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
系

学
科
に
入
学
し
た
あ
る
学
生
は
、
評
定

基
準
は
満
た
し
て
い
た
が
、
b
e
動
詞

す
ら
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
」

（
関
東
の
文
系
私
大
）
と
い
う
話
も
あ

る
。
一
般
入
試
で
の
合
格
が
難
し
い
生

徒
の
受
け
皿
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
、
複
数
の

大
学
か
ら
聞
か
れ
た
。

　
問
題
は
生
徒
の
学
力
だ
け
で
は
な

い
。
一
部
の
高
校
で
は
推
薦
枠
の
あ
る

大
学
名
、
評
定
基
準
、
選
考
内
容
な
ど

を
リ
ス
ト
化
し
て
閲
覧
可
能
な
場
所
に

置
い
た
り
、
生
徒
に
配
布
し
た
り
し
て

い
る
。
こ
の
方
法
が
学
部
・
学
科
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
指

摘
が
あ
る
。「
生
徒
は
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
よ
う
に
評
定
基
準
の
数
値
を

比
較
し
、
自
分
の
成
績
で
出
願
で
き
る

大
学
を
決
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

学
科
で
学
ぶ
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し

て
い
な
い
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
や
す

い
。
例
え
ば
工
学
系
で
も
機
械
工
学
と

電
気
電
子
工
学
と
で
は
内
容
が
ま
っ
た

く
異
な
る
」（
首
都
圏
の
総
合
私
大
）。

　
大
学
側
も
評
定
基
準
や
人
数
を
見
直

す
な
ど
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
築
い

た
高
校
と
の
信
頼
関
係
も
あ
り
、
指
定

校
の
取
り
消
し
は
難
し
い
。
思
い
き
っ

て
見
直
し
を
し
た
場
合
は
、
高
校
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　「
面
接
で
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
よ
う

な
生
徒
で
も
、
評
定
基
準
を
満
た
し
て

い
れ
ば
不
合
格
に
は
で
き
な
い
。
指
定

　
一
方
で
今
の
高
校
は
指
定
校
推
薦
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
進
学
校
に
限

ら
ず
、
高
校
教
員
は
基
本
的
に
一
般
入

試
を
前
提
と
し
た
進
路
指
導
を
し
て
お

り
、「
絶
対
に
こ
の
大
学
の
こ
の
学
部

に
進
学
し
た
い
」
と
い
う
生
徒
で
な
い

限
り
、
安
易
に
指
定
校
推
薦
を
活
用
す

る
こ
と
を
勧
め
な
い
と
い
う
意
見
が
大

半
を
占
め
た
。

　「
学
力
や
資
質
が
あ
り
な
が
ら
本
番

で
実
力
を
発
揮
で
き
に
く
い
生
徒
を
救

う
、
と
い
う
意
味
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
本
校
の
場
合
、
自
力
で
学
力

試
験
を
突
破
し
よ
う
と
い
う
生
徒
が
多

い
た
め
、
応
募
し
て
く
る
生
徒
は
ほ
ぼ

い
な
い
」（
首
都
圏
公
立
普
通
科
高
校
）。

「
１
年
次
か
ら
指
定
校
推
薦
を
狙
っ
て

い
る
生
徒
も
い
る
が
、
教
員
と
し
て
は

一
般
入
試
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。
自
力
で
受
験
を
乗
り

越
え
た
経
験
は
、
そ
の
後
の
就
職
活
動

な
ど
に
も
生
か
さ
れ
る
か
ら
だ
」（
首

都
圏
私
立
普
通
科
高
校
）。

　
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
指
定
校
枠

が
少
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。「
80

名
の
生
徒
に
対
し
て
合
計
2
4
0
近
い

指
定
校
推
薦
枠
が
あ
る
が
、
生
徒
に
人

気
の
看
護
医
療
系
は
２
大
学
し
か
な

く
、ま
っ
た
く
利
用
し
な
い
枠
も
多
い
」

（
首
都
圏
私
立
普
通
科
女
子
高
校
）。

　
一
般
入
試
で
合
格
で
き
そ
う
も
な
い

生
徒
に
指
定
校
推
薦
を
勧
め
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、

高
校
側
は
否
定
し
て
い
る
。「
た
だ
し
、

指
定
校
推
薦
を
希
望
す
る
生
徒
は
安
全

策
を
取
り
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
と
い
う
意
味
で
指
定
校
推
薦

を
利
用
す
る
生
徒
は
、
大
学
の
期
待
に

応
え
る
資
質
を
持
っ
て
い
な
い
可
能
性

も
あ
る
」（
地
方
公
立
普
通
科
高
校
）。

「
専
門
高
校
の
生
徒
は
数
学
、
英
語
に

関
し
て
は
普
通
科
高
校
の
生
徒
の
学
力

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
専
門
の
授
業
が
始
ま
る

と
伸
び
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
入
学

時
点
の
学
力
だ
け
で
判
断
し
な
い
で
ほ

し
い
」（
地
方
公
立
専
門
高
校
）。

　
ま
た
、
期
待
す
る
よ
う
な
学
生
が
入

学
し
て
こ
な
い
の
は
、
大
学
側
が
評
定

基
準
く
ら
い
し
か
明
確
な
条
件
を
設
定

し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。「
求
め
る
学
生
像
を
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
と
有
効
に
活

用
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
地
方
の
高
校

に
は
地
元
や
近
県
の
大
学
以
外
、
教
育

の
中
身
に
関
す
る
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ

な
い
た
め
、生
徒
に
勧
め
よ
う
が
な
い
」

（
地
方
公
立
普
通
科
高
校
）。

　
受
験
競
争
率
が
高
か
っ
た
時
代
、
指

定
校
推
薦
は
大
学
、
高
校
の
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
現
在
も
「
こ
の
大

学
に
本
当
に
入
学
し
た
い
と
い
う
生
徒

は
、指
定
校
推
薦
を
選
ん
で
来
る
」（
関

東
の
私
大
）、「
地
方
の
指
定
校
か
ら
は

目
的
意
識
の
高
い
生
徒
が
入
学
し
て
い

る
」（
首
都
圏
の
私
大
）
な
ど
、
評
価

す
る
声
も
あ
る
。
し
か
し
、
自
学
の
強

み
や
求
め
る
学
生
像
、
教
育
内
容
が
生

徒
や
保
護
者
、
高
校
教
員
に
正
し
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
場
合
、
指
定
校
枠
を
設

け
て
も
期
待
す
る
よ
う
な
学
生
が
入
学

し
て
こ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
地
方
公
立
普
通
科
高
校
の
あ
る
教
員

は
言
う
。「
求
め
る
学
生
像
を
具
体
的

に
示
し
た
う
え
で
、
面
接
な
ど
で
そ
の

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
判
断
す
れ

ば
、不
合
格
に
す
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、

不
合
格
の
理
由
は
き
ち
ん
と
説
明
し
て

ほ
し
い
。『
あ
の
大
学
は
条
件
を
し
っ

か
り
出
し
て
い
る
し
、
選
抜
基
準
も
甘

く
な
い
』
と
い
う
認
識
を
高
校
に
も
生

徒
本
人
に
も
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
い
と
指
定
校
推

薦
と
い
う
制
度
自
体
が
ダ
メ
に
な
っ
て

し
ま
う
」。

問題
提起2

指
定
校
推
薦
を

有
効
に
活
用
す
る
に
は

指
定
校
推
薦
な
の
に

学
力
が
低
い
!?

一
般
入
試
を
前
提
に

指
導
す
る
高
校
が
多
数

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
た
め
に

推
薦
を
希
望
す
る
生
徒
も

求
め
る
学
生
像
を

正
確
に
伝
え
る

期
待
す
る
入
学
者
が
来
な
い

大
学

高
校

一
般
優
先
で
指
定
校
は
後
回
し

評
定
基
準
の
リ
ス
ト
化
が

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
原
因
に
？

校
の
枠
を
な
く
し
た
結
果
、
ク
レ
ー
ム

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
厄
介
と

い
え
ば
厄
介
な
入
試
方
式
だ
が
、
数
の

確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
悩
ま
し

い
」（
北
海
道
の
私
大
）。

文／編集部
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特集●今の入試方式は最適解か？

　
一
般
入
試
と
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入

試
を
合
わ
せ
て
、
１
学
部
で
10
種
類
前

後
の
入
試
を
行
っ
て
い
る
私
立
大
学
は

珍
し
く
な
い
。
ま
さ
に
、
あ
の
手
こ
の

手
を
駆
使
し
、
人
と
時
間
と
お
金
を
か

け
、
欲
し
い
学
生
の
確
保
の
た
め
に
各

大
学
は
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

　
で
は
、
私
立
大
学
は
入
試
に
ど
れ
く

ら
い
の
経
費
を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
い
く
つ
か
の
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
入
試
に
か
か
る
経

費
は
当
然
な
が
ら
規
模
に
よ
っ
て
数
千

万
円
か
ら
数
億
円
ま
で
差
が
あ
っ
た
も

の
の
、
い
ず
れ
も
、
収
支
は
ト
ン
ト
ン

で
あ
っ
た
。

　
日
本
私
立
大
学
連
盟
の
集
計
デ
ー
タ

で
は
、
２
０
１
４
年
度
の
入
学
検
定
料

収
入
は
５
５
２
億
７
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
（
上
の
図
表
）。
２
０
０

５
年
度
か
ら
２
０
０
９
年
度
ま
で
は
増

加
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
や
や
減
少

傾
向
に
あ
る
。
２
０
１
４
年
度
の
志
願

者
１
人
あ
た
り
の
入
学
検
定
料
収
入

（
入
学
検
定
料
収
入
÷
志
願
者
数
）
は

約
２
万
７
０
０
０
円
で
、
こ
こ
数
年
は

減
少
し
て
い
る
。
背
景
に
は
、
入
学
検

定
料
の
割
引
制
度
の
普
及
が
あ
る
。
志

願
者
数
の
増
加
が
、
必
ず
し
も
入
学
検

定
料
収
入
増
に
結
び
付
か
な
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
入
試
に
は
お
金
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
教
職
員
が
関
わ
っ
て
い
る
。た
だ
、

教
員
が
こ
れ
以
上
入
試
に
関
与
す
る
の

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。今
後
は
、

追
手
門
学
院
大
学
の
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入

試
の
よ
う
に
、
職
員
が
中
心
と
な
る
入

試
方
式
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
本
誌
２
０

１
５
年
６

－

７
月
号
で
紹
介
し
た
早
稲

田
大
学
も
、
推
薦
・Ａ
Ｏ
入
試
で
職
員

の
関
与
度
を
高
め
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。

　
今
回
取
材
し
た
追
手
門
学
院
大
学
の

よ
う
に
、
将
来
的
に
は
入
試
方
式
の
数

を
絞
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
る
大
学

は
少
な
く
な
い
。

　
下
の
図
表
は
、
あ
る
大
学
の
２
０
１

５
年
度
入
試
に
お
け
る
、
入
試
方
式
別

の
入
学
者
数
の
比
率
で
あ
る
。
入
学
者

の
比
率
が
最
も
高
い
の
は
一
般
前
期
で

48
・
３
％
、
次
は
指
定
校
推
薦
の
24
・

９
％
、
３
番
目
は
大
き
く
比
率
が
下
が

り
、セ
ン
タ
ー
併
用
型
前
期
の
５・３
％
。

こ
の
上
位
３
方
式
で
、
入
学
者
全
体
の

78
・
５
％
、
約
８
割
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
方
式
に
よ
る
入
学
者
数
の
比

率
は
か
な
り
小
さ
く
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ン

グ
テ
ー
ル
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
多
く
の
私
立
大
学
は
、
入
試
方
式
ご

と
に
目
標
の
志
願
者
数
（
入
学
者
数
）

を
想
定
し
、
そ
の
数
を
確
保
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
募
集
活
動
を
行
っ

て
い
る
。同
じ
大
学
で
も
、学
部
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
は
入
試
方
式
に
よ
っ
て
、

募
集
人
員
も
学
生
募
集
の
状
況
も
異
な

る
の
で
、
今
の
ま
ま
の
入
試
方
式
で
よ

い
の
か
ど
う
か
は
個
別
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
入
試
方
式
の

見
直
し
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
例

え
ば
「
志
願
倍
率
が
３
年
連
続
で
３
倍

未
満
で
あ
れ
ば
見
直
し
の
対
象
に
す

る
」
と
い
っ
た
明
確
な
基
準
を
設
け
て

い
る
大
学
は
な
か
っ
た
。
志
願
者
数
や

入
学
者
の
学
力
、
入
学
後
の
成
績
、
競

合
大
学
の
動
き
な
ど
か
ら
、
総
合
的
、

か
つ
柔
軟
に
入
試
方
式
を
検
討
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　
入
試
方
式
は
ど
の
よ
う
に
見
直
せ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
全
て
の
入
試
方
式

を
一
気
に
変
え
る
と
、
志
願
者
数
が
大

幅
に
減
少
す
る
リ
ス
ク
も
高
く
な
る
。

そ
こ
で
、Ａ
Ｏ
入
試
や
一
般
入
試
の
う

ち
募
集
人
員
の
少
な
い
一
部
の
方
式
、

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
か
ら
見
直
し

を
始
め
る
大
学
が
多
い
。
今
回
取
材
し

た
東
洋
大
学
の
よ
う
に
、
既
存
の
入
試

方
式
を
残
し
た
ま
ま
、
新
し
い
入
試
方

式
を
併
走
さ
せ
る
方
法
で
あ
れ
ば
、
リ

ス
ク
は
回
避
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
既
存
の
入
試
方
式
の
廃
止
や
、
科
目

増
の
よ
う
な
受
験
生
に
負
荷
を
か
け
る

方
式
へ
の
変
更
な
ど
、
志
願
者
数
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
目
標
志
願

者
数
を
下
げ
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

２
０
１
４
年
度
入
試
か
ら
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
方
式
を
削
減
し
た
甲
南
大
学

は
、
延
べ
志
願
者
数
の
減
少
は
覚
悟
し

つ
つ
、
実
志
願
者
数
の
維
持
を
目
標
に

掲
げ
て
い
た
と
い
う
。

　
入
試
方
式
の
変
更
に
よ
る
影
響
を
予

測
し
、
で
き
る
だ
け
リ
ス
ク
を
抑
え
る

た
め
の
手
を
打
ち
、
結
果
を
検
証
す
る

際
の
指
標
を
修
正
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

　
文
科
省
は
、
２
０
２
１
年
度
入
試
か

ら
、
学
力
の
３
要
素
を
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
す
る
入
試
に
「
改
革
」
す
る

こ
と
を
各
大
学
に
求
め
て
い
る
。

　
改
革
方
針
に
沿
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ

の
入
試
方
式
を
見
直
す
と
と
も
に
重
要

な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
試
方
式
を
経

て
入
学
し
て
く
る
学
生
を
ど
の
よ
う
な

比
率
で
ブ
レ
ン
ド
す
る
か
だ
ろ
う
。

　
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
学
生
全
体
が
画
一
的
に
な
る
こ
と

を
避
け
、
多
様
性
を
持
た
せ
る
べ
き
だ

と
言
う
大
学
が
多
い
。
多
様
な
入
試
方

式
を
経
て
入
学
し
て
く
る
学
生
の
出
身

エ
リ
ア
、
学
力
、
入
学
目
的
、
入
学
後

の
成
績
な
ど
を
理
想
の
状
態
に
近
づ
け

る
た
め
、
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
学
生
を
ど

の
入
試
方
式
で
何
人
増
や
せ
ば
よ
い
の

か
を
入
試
方
式
の
見
直
し
計
画
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
。
そ
の
過
程
で
は
、
評

価
基
準
を
変
更
し
た
り
、
複
数
の
方
式

を
統
合
し
た
り
、
廃
止
し
た
り
す
る
こ

と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
各
大
学
が
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
と
の
整
合
性
が
高
く
、
高
校
生
や

保
護
者
、
高
校
教
員
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
く
、
学
内
の
入
試
関
係
者
に
と
っ

て
も
説
明
し
や
す
い
入
試
方
式
が
増
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ロングテールな入学者比率　～ある大学の入試方式別入学者数比率（2015年度）  

増
え
る
方
式
、

減
る
収
入
…

改
革
に
伴
う
リ
ス
ク

問題
提起3

文／編集部

志願者増に比例しない入学検定料収入　～私立大学の志願者数と入学検定料収入の推移
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志
願
者
増
に
比
例
し
な
い

入
学
検
定
料
収
入

入
試
制
度
の
見
直
し
は

総
合
的
、柔
軟
に
判
断

小
リ
ス
ク
の
方
式
か
ら

徐
々
に
見
直
す

各
入
試
方
式
を

ど
う
ブ
レ
ン
ド
す
る
の
か

多
様
化
、複
雑
化
し
た

大
学
入
試
方
式
。

入
試
に
か
か
る
コ
ス
ト
や

教
職
員
の
負
荷
、

入
試
方
式
の
見
直
し

に
つ
い
て
考
え
る
。※編集部まとめ



セ
ン
タ
ー
廃
止
を
見
越
し

多
教
科
判
定
型
入
試
を
導
入

の
影
響
で
は
な
い
も
の
の
、
結
果
的
に

大
学
の
進
学
実
績
が
高
い
高
校
出
身
者

の
入
学
が
増
え
ま
し
た
（
図
表
）。
入

学
後
に
追
跡
調
査
を
行
う
と
、
判
定
教

科
数
が
多
い
入
試
で
入
学
し
た
学
生
ほ

ど
、Ｇ
Ｐ
Ａ
や
就
職
状
況
が
よ
い
と
い

う
傾
向
も
出
て
い
ま
す
。

　
多
教
科
判
定
型
入
試
の
推
進
は
、
今

後
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
廃
止
を
見
据
え

た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
新

テ
ス
ト
を
使
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
テ
ス
ト
内
容
の
見
通
し
が
立
た
な

い
現
在
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
選
択
肢

を
持
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
度
に
は
、「
一
般
入
試

と
推
薦
入
試
の
入
学
者
比
率
を
７
：
３

に
」
と
い
う
基
準
も
設
定
。
推
薦
入
試

の
比
率
を
、
2
0
1
0
年
度
の
33
・

２
％
か
ら
2
0
1
5
年
度
は
25
・
５
％

ま
で
下
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
推
薦
入
試
に
よ
る
入
学
者

は
ま
じ
め
な
一
方
で
学
力
に
バ
ラ
つ
き

が
あ
り
、
枠
を
広
げ
す
ぎ
る
と
卒
業
時

の
質
保
証
が
で
き
な
い
と
考
え
た
た
め

で
す
。
指
定
校
推
薦
の
数
も
思
い
切
っ

て
減
ら
し
ま
し
た
。
50
校
以
上
の
高
校

か
ら
異
議
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
入
学

紙
の
大
学
案
内
の
廃
止
、オ
ー
ル
ネ
ッ
ト
出
願
、５
教
科
判
定
型
入
試
の
導
入
な
ど
、

他
大
学
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、志
願
者
数
も
過
去
最
高
を
更
新
中
。

入
試
改
革
先
進
大
学
の
考
え
と
次
な
る
一
手
と
は
。

How to…

H
o

w
 to

…

1
特集●今の入試方式は最適解か？

教
科
増
多
教
科
判
定
型
入
試
で
学
力
上
位
層
の
確
保
へ

　
本
学
で
は
入
試
の
内
容
を
各
学
部
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
学
的
な
方
針

の
下
、
入
試
部
が
各
学
部
に
提
案
す
る

形
を
取
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
「
受
験

生
の
努
力
を
、
最
大
限
評
価
で
き
る
入

試
制
度
へ
の
転
換
」
を
基
本
方
針
と
し

て
入
試
改
革
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
度
以
降
の
取
り
組
み

に
、「
２
教
科
判
定
型
入
試
の
縮
小
」

「
４
、
５
教
科
判
定
型
入
試
の
拡
大
」

が
あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
３
教
科
を
受

験
し
高
得
点
の
２
教
科
の
成
績
を
合
否

判
定
に
採
用
す
る
入
試
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
英
語
以
外
の
２
教
科
の
成
績

で
入
学
す
る
受
験
生
が
多
く
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
、
英
語
は
不
要
と
認
め
る

よ
う
な
入
試
方
式
は
ど
う
な
の
か
」
と

疑
問
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
教
科
判
定
型
入
試
は
人
気
が
高
く

志
願
者
は
集
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
本

学
が
求
め
る
学
生
は
、
苦
労
し
て
で
も

多
く
の
教
科
を
学
び
、
努
力
す
る
学
生

で
は
な
い
の
か
。
そ
う
考
え
て
、
２
０

１
２
年
度
に
４
教
科
判
定
型
入
試
を
、

２
０
１
６
年
度
に
５
教
科
判
定
型
入
試

を
導
入
し
ま
し
た
。

　
４
教
科
判
定
型
入
試
の
志
願
者
数

は
、
２
０
１
２
年
度
の
７
６
２
人
か
ら

２
０
１
６
年
度
は
５
１
７
７
人
に
ま
で

順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け

者
の
入
学
後
の
成
績
な
ど
を
示
し
、「
本

学
が
求
め
る
学
生
で
は
な
か
っ
た
」
と

話
し
て
理
解
を
得
ま
し
た
。

　
2
0
1
6
年
度
の
志
願
者
数
は
８
万

４
８
８
６
人
。
2
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
が
、
志
願
者
数
を
競
う
こ
と
に
は

意
義
を
感
じ
て
い
ま
せ

ん
。
あ
る
程
度
の
ブ
ラ

ン
ド
力
が
あ
れ
ば
、
受

験
生
に
と
っ
て
楽
な
入

試
の
割
合
を
高
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
志
願
者

数
を
増
や
す
こ
と
は
可

能
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
本
学
が
求
め

て
い
な
い
学
生
が
入
学

す
る
よ
う
で
は
本
末
転

倒
で
す
。

　
逆
に
、
受
験
生
の
負

担
が
重
い
入
試
に
切
り

替
え
る
と
、
入
学
者
の

質
の
向
上
が
期
待
で
き

る
一
方
、
志
願
者
数
は

著
し
く
減
り
ま
す
。
例

え
ば
２
教
科
判
定
型
入

試
で
英
語
を
必
須
に
し

た
り
、
文
系
学
部
で
数

学
を
課
し
た
り
す
れ
ば
、

志
願
者
数
は
３
分
の
１
か
ら
５
分
の
１

に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
し
い
入
試
を
実
施
す
る

場
合
も
一
気
に
切
り
替
え
ず
、
し
ば
ら

く
は
既
存
の
入
試
と
並
行
し
て
行
い
、

徐
々
に
新
入
試
に
移
行
す
る
手
法
を

と
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
入
試
の
合
格

者
数
を
絞
り
、
新
入
試
の
合
格
者
数
を

や
や
多
く
す
る
と
、
翌
年
は
新
入
試
に

対
応
で
き
る
準
備
を
し
た
受
験
生
が
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
本
学
で
は
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

「
入
試
を
育
て
る
」
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
入
試
科
目
や
配
点
は
、
入
学
後
に

学
ぶ
こ
と
や
必
要
な
能
力
を
示
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
受
験
生
に
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
内
容
だ
と
し
て
も
、
英
語
が
必
要

で
あ
れ
ば
英
語
重
視
型
の
入
試
を
拡
大

し
、
文
系
で
も
数
学
が
必
要
で
あ
れ
ば

数
学
を
課
す
と
い
っ
た
形
で
、
求
め
る

学
生
像
に
応
じ
た
入
試
へ
の
シ
フ
ト
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
授
業
紹
介

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
２
０
１
５
年
か
ら

公
開
し
て
き
た
「
Ｗ
ｅ
ｂ
体
験
授
業
」

を
利
用
し
た
入
試
を
行
い
ま
す
。
受
験

生
は
あ
ら
か
じ
め
授
業
を
視
聴
し
、
課

題
解
決
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
、
試
験
当

日
は
自
宅
な
ど
で
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
教
員
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
入
試
で
す
。

　
狙
い
の
一
つ
は
、
遠
方
志
願
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
。
地
方
に
は
、
費
用

面
で
遠
方
で
の
受
験
を
あ
き
ら
め
ざ
る

を
得
な
い
受
験
生
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
の
格
差
を
縮
め
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
も
う
一
つ
は
、
多
面
的
・
総
合

的
評
価
の
推
進
で
す
。
学
問
の
中
身
を

理
解
し
た
う
え
で
、
主
体
的
に
物
事
を

考
え
ら
れ
る
受
験
生
を
受
け
入
れ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
来
年
度
開

設
予
定
の
情
報
連
携
学
部
、
国
際
学
部

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学

科
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
な
ど
の
入
試
に

導
入
し
、
新
学
部
の
学
び
の
内
容
を
受

験
生
に
浸
透
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　
さ
ら
に
全
学
部
の
前
期
一
般
入
試

で
、
英
語
の
外
部
検
定
試
験
の
結
果
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
国
は
、

大
学
や
高
校
に
外
部
検
定
の
活
用
を
促

し
て
い
ま
す
が
、
受
検
し
て
い
る
高
校

生
は
、
現
状
で
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
本
学
の
よ
う
な
受
験
生
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を
担
う
中
堅
大
学

が
、
募
集
人
員
２
５
0
0
人
を
超
え
る

規
模
で
導
入
す
れ
ば
、
こ
の
状
況
を
変

え
る
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
他
大
学
に
も
導
入
の
動

き
が
波
及
す
れ
ば
、
日
本
全
体
の
英
語

力
の
底
上
げ
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　
世
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
入
試
を
、
教

育
を
時
代
に
応
じ
て
変
え
る
こ
と
で
受

験
生
に
選
ば
れ
る
大
学
に
な
る
し
か
、

本
学
が
生
き
て
い
く
道
は
あ
り
ま
せ

ん
。
他
大
学
の
動
向
を
う
か
が
う
の
で

は
な
く
、
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
入
試
方

式
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
、
セ
ン

タ
ー
試
験
に
代
わ
る
新
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
る
2
0
2
0
年
度
ま
で
に
、
十
分

な
入
学
者
選
抜
の
態
勢
を
整
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

東
洋
大
学

２
０
２
０
年
度
を
見
据
え

新
た
な
試
み
に
挑
む

欲
し
い
学
生
の
確
保
の
た
め

入
試
を「
育
て
る
」

東洋大学 ▼ 哲学者・井上円了が１８８７年に創立 ▼ 11学部44学科。
学生数は３万人超 ▼ 2017年度に３学部を新設予定

2016 6-717 2016 6-7 16

か
と
う
け
ん
じ
●
１
９
８
７
年
、東
洋
大
学
に
入
職
。入
試
部
で
、ム
ー
ミ
ン
の
大
学

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
採
用
に
携
わ
る
。そ
の
後
、総
務
部
等
を
経
て
、２
０
０
８
年
か
ら
再
び

入
試
部
に
。同
部
が
各
学
部
と
折
衝
し
な
が
ら
大
学
全
体
の
入
試
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
体
制
を
築
き
上
げ
る
。２
０
１
３
年
か
ら
入
試
部
長
。２
０
１
４
年
か
ら
学
校
法
人
東

洋
大
学
理
事
を
兼
務
。

加
藤
建
二

理
事
　
入
試
部
部
長

注
目
の
入
試
部
長
に
聞
く
！

取材・文／児山雄介　撮影／坂井公秋

～入試判定
教科数別
志願者比率推移 

多教科判定型入試志願者が増加

大学進学実績が高い高校出身者が増加

2008

■大学進学実績が高い高校

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2013
2014
2015

（年度）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
2012
2013
2014
2015
2016

2016

（年度）

判定教科数 ■2教科 ■3教科 ■4教科 ■5教科

※第1部の一般・センター利
用入試が対象。※2教科は、
実技2科目を含む。3教科は、
センタープラスを含む。4教科
は、4科目を含む。 
※5教科は、2016年度から
新設。5科目を含む。 

～出身高校の
進学実績別
入学者比率推移 



２
０
０
９
年
度
入
試
か
ら
８
年
連
続
で
志
願
者
を
増
や
し
続
け
る
千
葉
工
業
大
学
。

今
年
度
入
試
で
も
前
年
度
よ
り
５
割
増
の
志
願
者
を
集
め
た
。

高
校
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
奏
功
し
た
入
試
戦
略
を
探
る
。

How to…

H
o

w
 to

…

2
指
定
校・Ａ
Ｏ

高
校
視
点
で
の
入
試
改
革
に
よ
り

入
試
の
競
争
力
を
高
め
る

高
校
で
話
す
内
容
を
大
幅
に
見
直
し
ま

し
た
。
従
来
は
一
方
的
に
「
大
学
の
説

明
」
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
高

　
私
が
入
職
す
る
前
年
の
２
０
０
８

年
、
本
学
は
ど
ん
底
状
態
で
し
た
。
そ

の
２
年
前
に
は
２
万
人
近
く
い
た
志
願

者
が
半
減
し
、
高
い
留
年
率
・
中
退
率

も
問
題
で
し
た
。
翌
年
に
は
、
併
願
料

の
無
料
化
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
な
ど

に
よ
り
、
志
願
者
数
は
回
復
し
た
も
の

の
、
抜
本
的
な
改
革
が
不
可
欠
な
こ
と

は
明
ら
か
で
し
た
。

　
当
時
本
学
の
入
学
者
は
、
推
薦
・Ａ

Ｏ
入
試
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
ま
じ
め

に
勉
強
す
る
入
学
者
が
多
い
指
定
校
推

薦
で
す
。
他
大
学
と
比
べ
て
入
学
者
の

割
合
が
低
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
は
「
伸

ば
せ
そ
う
だ
」
と
直
感
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
、
高
校
へ

徹
底
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
大
き
な
問
題
が
２
つ
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
す
。
１
つ
目
は
、
指
定

校
情
報
の
提
供
時
期
を
、
大
学
の
都
合

で
決
め
、
高
校
が
必
要
と
す
る
時
期
に

お
届
け
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

２
つ
目
は
、
出
願
基
準
が
学
科
ご
と
に

複
雑
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

高
校
に
張
り
出
さ
れ
て
い
た
指
定
校
推

薦
一
覧
表
で
は
、
本
学
だ
け
が
「
別
途

相
談
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
基
準
が

不
明
瞭
な
大
学
に
は
、
面
倒
で
出
願
し

に
く
か
っ
た
の
で
す
。
評
定
基
準
は
下

げ
ず
こ
れ
ら
を
改
善
し
た
と
こ
ろ
、
２

年
間
で
指
定
校
推
薦
の
入
学
者
を
４
割

以
上
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
に
行
っ
た
の
が
、Ａ
Ｏ
入
試
の
見

直
し
で
す
。
実
技
試
験
も
行
う
し
っ
か

り
し
た
試
験
で
す
が
、志
願
倍
率
は
１
・

３
倍
程
度
で
し
た
。
そ
こ
で
、
高
校
か

ら
評
判
が
悪
か
っ
た
９
月
と
10
月
の
２

回
実
施
を
９
月
の
１
回
だ
け
に
減
ら

し
、
指
定
校
の
入
学
者
が
増
え
た
分
、

Ａ
Ｏ
入
試
の
合
格
者
を
絞
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
合
格
水
準
点
が
上
が
っ
て
倍

率
が
３
倍
近
く
に
な
り
、
精
度
の
高
い

選
抜
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
校
に
対
す
る
「
千
葉
工

大
は
変
わ
っ
た
、
難
し
く
な
っ
た
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
高
校
の
先
生
方
は
Ａ
Ｏ
で
不
合

格
に
な
っ
た
生
徒
に
一
般
入
試
を
勧
め

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
入
試
の

志
願
者
数
増
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
推
薦
・Ａ
Ｏ
入
試
改
革
を

突
破
口
に
質
の
高
い
学
生
確
保
に
努

め
、
今
で
は
一
般
入
試
の
入
学
者
が
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
入
試
は
、
入
試
そ
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
広
報
と
の
連
携
、
大
学
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
極
め
て
重
要
で
す
。
一
番

重
要
な
高
校
へ
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

は
、入
試
広
報
課
員
総
出
で
取
り
組
み
、

校
の
先
生
は
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
今
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
本
学
の

研
究
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
、
他
大
学
と
の
違

い
な
ど
、
先
生
が
興
味
を
持
っ
て
聞
い

て
く
れ
る
よ
う
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
か
ら
の
要
望
に
は
で
き
る
限
り

応
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

あ
る
高
校
か
ら
の
Ａ
Ｏ
入
試
の
不
合
格

理
由
の
開
示
の
要
望
を
断
っ
て
い
た
結

果
、
そ
の
高
校
か
ら
は
何
年
も
受
験
者

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
改
め
、

２
〜
３
年
か
け
て
高
校
と
の
関
係
を
改

善
し
た
結
果
、
今
で
は
受
験
生
を
送
り

出
し
て
く
れ
ま
す
。併
願
料
無
料
化
も
、

受
験
料
が
高
い
と
い
う
高
校
の
問
題
意

識
に
対
応
し
た
策
の
一
つ
で
す
。

　
保
護
者
へ
の
広
報
も
大
切
で
す
。
保

護
者
に
は
、テ
レ
ビ
な
ど
、マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
効
果

的
で
す
。
本
学
が
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
流
す
情
報
は
、

「
宇
宙
」「
ロ
ボ
ッ
ト
」
に

ほ
ぼ
特
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
、
国
が
力
を
入

れ
て
い
る
分
野
な
の
で
社

会
の
関
心
が
高
く
、
技
術

立
国
に
貢
献
す
る
人
材
を

輩
出
す
る
と
い
う
本
学
の

本
分
に
あ
っ
た
も
の
で

す
。
世
間
一
般
が
興
味
を

持
つ
と
思
わ
れ
る
研
究
成

果
が
出
た
時
点
で
、
そ
の

翌
日
に
リ
リ
ー
ス
が
出
せ

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
高
校
生
に
も
伝
え

な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
入
試
と
広
報
が
一
体
と

な
っ
た
本
学
の
よ
う
な
組
織
が
機
動
力

に
勝
る
と
思
い
ま
す
。

　
入
学
者
の
学
力
が
向
上
し
た
た
め
、

２
０
０
８
年
と
２
０
１
５
年
を
比
較
す

る
と
、
留
年
率
は
13
・
６
%
か
ら
５
・

３
%
、
退
学
率
は
４
・
26
%
か
ら
２
・

75
%
に
そ
れ
ぞ
れ
改
善
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
情
報
は
学
生
を
通
じ
て
出
身

高
校
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
も
本
学
の
評
価
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基

礎
学
力
が
足
り
な
い
学
生
向
け
の
導
入

科
目
受
講
者
も
、
２
０
１
１
年
か
ら
比

べ
る
と
20
％
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

　
課
題
も
あ
り
ま
す
。
一
般
入
試
の
志

願
者
数
が
急
速
に
増
え
た
た
め
、推
薦・

Ａ
Ｏ
入
試
入
学
者
と
の
学
力
差
が
開
い

て
い
る
の
で
す
。
求
め
る
学
生
像
は
入

試
方
式
別
に
異
な
る
も
の
の
、
学
力
差

は
小
さ
い
方
が
好
ま
し
い
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
指
定
校
推
薦
で
の
評
定
基
準

値
の
引
き
上
げ
や
、Ａ
Ｏ
入
試
へ
の
学

力
測
定
導
入
な
ど
を
検
討
中
で
す
。

　
ま
た
、
多
面
的
評
価
入
試
の
取
り
組

み
と
し
て
、
２
０
１
８
年
度
入
試
か
ら

は
、
公
募
制
推
薦
で
国
語
の
試
験
を
課

す
予
定
で
す
。
理
工
系
人
材
も
読
解
力

と
表
現
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
時
的

に
志
願
者
は
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
一
般
入
試

へ
の
導
入
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
す
。

　
成
績
が
よ
く
、
ゼ
ミ
で
活
躍
す
る
者

が
多
い
地
方
出
身
者
獲
得
の
た
め
、
地

方
試
験
や
学
生
寮
の
拡
充
も
し
ま
す
。

特
に
東
北
は
福
島
原
発
事
故
で
本
学
の

ロ
ボ
ッ
ト
が
使
わ
れ
た
こ
と
の
影
響
か
、

近
年
志
願
者
が
大
幅
に
増
加
中
で
す
。

　
日
本
の
生
き
残
り
の
た
め
に
は
「
世

界
に
通
用
す
る
技
術
者
」
養
成
が
不
可

欠
。
他
の
工
業
大
学
と
も
連
携
し
、
努

力
し
続
け
ま
す
。

千
葉
工
業
大
学

千葉工業大学 ▼ 1942年創立。建学の精神は「世界文化に技術で貢献する」 ▼５学部17学科

▼ 学生数は約9,000人 ▼ 津田沼、習志野のほか、東京スカイツリータウン　にもキャンパスを持つ

2016 6-719 2016 6-7 18

く
さ
か
べ
さ
と
し
●
民
間
企
業
を
経
て
、２
０
０
９
年
、千
葉
工
業
大
学
に
入

職
。以
来
、一
貫
し
て
入
試
広
報
を
担
当
し
、２
０
１
３
年
よ
り
現
職
。「
資
源
の

な
い
日
本
に
は『
付
加
価
値
の
高
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
者
』が

不
可
欠
」と
考
え
て
お
り
、自
校
だ
け
で
な
く
、工
業
系
大
学
や
理
工
系
学
部

全
体
の
連
携
と
発
展
を
見
据
え
た
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぐ
。

日
下
部
聡

入
試
広
報
部
部
長

取材・文／仲谷宏　撮影／御堂義乗

AO
入試

推薦
入試系＊

一般
入試

入
試
の

見
直
し

一般入試と指定校推薦を増やし、
AO入試の選抜性を高める      
～入試方式別入学者割合の推移 

志願者数の回復と同時に競争倍率も上がり、選抜のできる入試へ
～入試方式別志願者数と合格者数の推移

2008    2009    2010    2011    2012    2013    2014    2015    2016

 2008  2009  2010  2011  2012  2013  2014  2015  2016

全入試合計

一般入試合計

推薦・AO入試合計

入試年度

入学定員 1,995

1,689

1,347

9,877

4,932

11,566

6,279

1,995

1,727

1,410

17,653

7,937

19,380

9,347

1,995

1,633

1,318

19,795

7,796

21,428

9,114

1,995

1,664

1,242

22,173

7,616

23,837

8,858

1,995

1,732

1,359

30,026

8,632

31,758

9,991

1,995

1,640

1,299

33,914

9,323

35,554

10,622

1,995

1,480

1,218

42,199

10,078

43,679

11,296

1,995

1,712

1,243

50,888

9,512

52,600

10,755

1,990

1,697

1,156

76,495

12,719

78,192

13,875

志願者計

合格者計

志願者計

合格者計

志願者計

合格者計

入
試
と
広
報
の
両
輪
で

よ
い
ス
パ
イ
ラ
ル
づ
く
り

高
校
の
先
生
目
線
で

徹
底
的
に
入
試
を
見
直
す

課
題
を
乗
り
越
え

技
術
立
国
に
貢
献
し
た
い

（人）

（人）

（人）

（人）

（年度）

特集●今の入試方式は最適解か？

＊指定校・公募・その他含む

R



た
り
、
学
内
で
ば
っ
た
り
会
う
と
本
当

に
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
高
校
時
代
を

知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

成
長
に
も
気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
か
ら

で
す
。
な
に
よ
り
、
学
生
が
「
大
学
が

楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試
」
導
入
の
大
き
な
成

果
で
す
。
自
ら
考
え
、
決
断
し
て
入
学

を
し
て
き
た
学
生
の
強
さ
を
感
じ
ま

す
。
彼
ら
が
成
長
を
し
て
い
く
姿
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思

う
の
は
、
受
験
生
と
し
て
で
は
な
く
、

1
人
の
人
間
と
し
て
向
き
合
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試
」
は
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
工

程
を
大
学
職
員
が
担
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
部
署
の
職
員
が
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

面
談
職
員
」
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
入
試
を
支
え
て
い
ま
す
。
２
年
間

で
、
全
体
職
員
の
約
半
分
に
あ
た
る
54

高
校
生
が
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、大
学
で
学
ぶ
姿
勢
を
育
ん
で
い
く

追
手
門
学
院
大
学
の「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試
」。

導
入
か
ら
3
年
目
を
迎
え
る
今
、志
願
者
数
や
学
生
の
質
は
変
化
し
て
い
る
の
か
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
サ
ー
の
志
村
知
美
氏
に
話
を
聞
い
た
。
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3
特集●今の入試方式は最適解か？

育
て
る
入
試
職
員
の
面
談
が
高
校
生
の
心
に
火
を
つ
け
る

し
む
ら
と
も
み
●
2
0
1
3
年
1
月
よ
り
追
手
門
学
院
大
学
に
勤
務
。同
年
3
月
名

城
大
学
大
学
院
大
学
・
学
校
づ
く
り
研
究
科
修
了
。2
0
1
4
年
4
月
よ
り「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
サ
ー
」と
し
て
、ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム・ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試
の
企
画
・

開
発
か
ら
実
施
ま
で
全
工
程
に
携
わ
る
。2
0
1
6
年
4
月
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
課
の
設
置

に
伴
い
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
課
長
に
就
任
。ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
も
務
め
る
。

志
村
知
美

入
試
部 

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
課
課
長

　「
こ
ん
な
面
倒
な
入
試
、
高
校
生
が

受
け
る
の
だ
ろ
う
か
」。

　「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試
」
の
導
入
説
明

の
後
、
懸
念
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
確

か
に
、
前
例
の
な
い
日
本
で
初
め
て
の

入
試
形
態
で
す
。
一
体
ど
れ
だ
け
の
受

験
生
が
集
ま
る
の
か
、
不
安
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
高
校
生
を
信
じ
る
こ
と
か

ら
始
め
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
2
0
1
4
年
5
月
、
初
め
て
の
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
、
46
人

が
参
加
。
そ
の
う
ち
22
人
が
個
別
面
談

を
受
け
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
な

高
校
生
に
出
会
い
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気

持
ち
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
2

年
間
の
実
施
を
終
え
た
今
、
声
を
大
に

し
て
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「
こ
ん
な
面
倒
な
入
試
、
た
く
さ
ん

の
高
校
生
が
受
け
て
い
ま
す
」。

　
高
校
生
一
人
ひ
と
り
と
職
員
が
向
き

合
い
、
大
学
で
学
ぶ
意
味
や
主
体
的
に

学
ぶ
姿
勢
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導

入
し
た
背
景
に
は
、「
自
分
は
不
本
意

入
学
で
す
」「
偏
差
値
で
こ
の
大
学
を

選
び
ま
し
た
」
と
い
う
学
生
に
出
会
っ

た
か
ら
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
で
活
躍
し
た

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
1
期
生
の
話
を
耳
に
し

人
が
、
面
談
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
面

談
職
員
は
初
め
に
、
最
近
の
高
校
生
の

実
態
や
個
別
面
談
の
心
得
な
ど
の
研
修

を
受
け
、
入
試
が
終
わ
る
と
面
談
体
験

を
共
有
し
て
、
次
年
度
の
改
善
に
役
立

て
る
た
め
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も

実
施
し
ま
す
。
面
談
職
員
は
、
年
齢
や

性
別
、
所
属
部
署
な
ど
で
き
る
だ
け
幅

広
く
な
る
よ
う
構
成
し
て
い
ま
す
。
高

校
生
に
多
様
な
大
人
と
接
す
る
機
会
を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で

す
。

　
職
員
に
と
っ
て
も
、「
今
」
の
高
校

生
を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。「
自

分
が
高
校
時
代
の
時
は…

」
と
自
分
基

準
で
は
な
く
、
目
の
前
に
い
る
高
校
生

の
基
準
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
教
育
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
教
育
改
革
へ
の
具
体

的
な
施
策
を
提
起
で
き
る
力
が
、
こ
れ

か
ら
の
大
学
職
員
に
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

入
試
」
は
、
高
校
生
を
育
て
る
だ
け
で

な
く
、
職
員
が
、
人
を
育
て
る
尊
さ
や

怖
さ
、
そ
し
て
喜
び
を
体
験
し
、
教
育

機
関
で
働
く
「
誇
り
」
を
育
む
場
に
も

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、「
入
試
は
教
育
の
一
環
」

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。そ
し
て「
入

試
」
は
、
高
校
か
ら
大
学
へ
と
つ
な
ぐ

重
要
な
接
続
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
、
本

来
の
入
試
に
耐
え
得
る
「
受
験
生
」
を

育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5

年
6
月
、
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
研
究
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」「
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
入
試
」
の
制
度

を
一
層
確
か
な
も

の
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
か

ら
で
す
。セ
ン
タ
ー

の
設
立
に
よ
り
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
入
試
の
実
践
を

教
育
学
や
心
理
学
な
ど
の
面
か
ら
理
論

的
に
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
2
0
1
6
年
4
月
か

ら「
学
生
の
学
び
と
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
」

を
明
ら
か
に
し
、
入
学
前
か
ら
入
学
後

に
か
け
て
の
学
び
と
成
長
を
追
跡
す
る

た
め
、
総
合
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法

と
そ
れ
に
基
づ
く
成
長
要
因
の
モ
デ
ル

開
発
を
目
的
と
し
て
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育

総
合
研
究
所
と
の
共
同
研
究
も
始
ま
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
2
0
1
5
年
3
月
に
は
、

滋
賀
県
教
育
委
員
会
と
連
携
協
力
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
県
教
委
が

指
定
す
る
５
校
の
県
立
高
校
の
高
校
生

を
対
象
に
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

と
し
て「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
入
試
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
付
け
ず
、

育
成
の
た
め
の
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
た
こ
と
で
、
個
別
大
学
へ
の
進
学

誘
導
で
は
な
く
、
幅
広
く
高
校
生
に
進

路
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
活
用
で

き
る
と
判
断
し
て
い
た
だ
け
た
の
だ
と

考
え
ま
す
。
大
学
で
学
ぶ
意
欲
や
基
礎

学
力
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
高
校

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
経

験
か
ら
も
実
感
し
て
い
ま
す
。「
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
基
本
と
し
た

う
え
で
、
個
別
高
校
と
の
連
携
の
在
り

方
次
第
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
続
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、「
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
他
大
学

と
連
携
し
て
実
施
が
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
だ
北
海
道
科
学
大
学
と
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

な
形
で
共
有
が
で
き
、
普
及
が
で
き
る

か
を
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
3
月
、
文
部
科
学
省
の

「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
」
の

最
終
報
告
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
高
校

教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜

を
通
じ
た
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
目

の
前
の
高
校
生
や
学
生
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
独
自
の
入
試
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
入
試
改
革
か
ら
広
が
っ

た
高
大
接
続
は
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学

県
教
委
や
他
大
学
と
連
携

入
試
改
革
の
そ
の
先
へ

大
学
職
員
も
教
育
者
で
あ
り
、

教
育
に
携
わ
る
べ
き

追手門学院大学 ▼ 1888年に高島鞆之助が大阪偕行社附属小学校
創設 ▼ 6学部8学科。学生数は約6500人 ▼ 2016年に大学創立50周年

2016 6-721 2016 6-7 20
取材・文／友田千恵　撮影／楠本夏彦※本誌2015年6-7月号でも追手門学院大学を紹介しています。バックナンバーの記事は「Between情報サイト」で閲覧可能です。http://between.shinken-ad.co.jp

成
長
し
た
姿
に
一
喜
一
憂
、

教
育
者
冥
利
に
尽
き
る

アサーティブ以外の入試でも志願者増
91
290

823
1,486

1,324
795

211
604

アサーティブ　

その他

一般Ａ日程

一般Ｓ日程

一般B日程

センター利用Ａ日程

センター利用B日程

公募推薦Ａ日程

公募推薦B日程
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※個別面談は、1年生～3年生の合計  
※プログラム受講入学者数は、アサーティブ入試入学者を含む  

ガイダンスから入学までの推移
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テ
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講
入
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31
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155
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新ガリレオセミナーで
科学的思考力を育むプロセス

第1回セミナー

第2回セミナー

第3回セミナー

AO入試

個
性
重
視
の

A
O
入
試
に
課
題
あ
り

2
0
1
6
年
度
入
試
か
ら
、新
た
な
A
O
入
試
と
し
て「
新
ガ
リ
レ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」を

導
入
。な
ぜ
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
間
も
時
間
も
か
か
る
入
試
方
法
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
、そ
の
決
断
の
理
由
と
今
後
の
課
題
に
迫
る
。
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4
特集●今の入試方式は最適解か？

Ａ
Ｏ
入
試
改
革
入
学
後
に
伸
び
る
生
徒
を

多
面
的
評
価
で
獲
得

活
用
す
る
点
で
す
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス

に
本
学
で
は
、
理
系
大
学
な
ら
で
は
の

「
科
学
的
思
考
力
」
の
考
え
方
を
組
み

込
み
ま
し
た
。

　
本
学
に
入
学
し
た
学
生
の
4
年
間
に

お
け
る
G
P
A
推
移
を
入
試
方
式
別
に

見
る
と
、
4
つ
に
分
か
れ
た
ほ
ぼ
並
行

な
線
と
な
り
ま
す
（
下
図
）。
い
ち
ば

ん
高
く
推
移
す
る
の
が
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
で
、
一
般
入
試
、
公
募
推
薦

入
試
、
A
O
入
試
と
続
き
ま
す
。
低
い

成
績
群
の
推
移
が
、
進
級
と
と
も
に
高

く
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
現
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
A
O
入
試
は
、「
個
性
」

を
測
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
課
題
学
習

型
入
試
で
し
た
。
生
徒
は
、「
A
O
セ

ミ
ナ
ー
」
で
事
前
課
題
に
取
り
組
み
作

品
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
作
成
し
、
そ
れ

を
入
試
で
発
表
し
ま
す
。
３
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
、
生
徒
は
大
学
教
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
参
考
に
し
な
が
ら
作
品
・
レ

ポ
ー
ト
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
の

内
容
を
評
価
し
て
出
願
許
可
を
与
え
、

出
願
↓
試
験
↓
合
格
発
表
と
い
う
流
れ

で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
育

て
る
観
点
を
加
え
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
A
O
入
試

で
入
学
し
た
学
生
は
G
P
A
が
あ
ま
り

伸
び
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
本
学
で
は
入
試
方
式
に
関
係
な
く
、

全
学
生
を
大
学
生
活
の
中
で
成
長
さ
せ

て
社
会
に
送
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー

長
に
着
任
し
て
か
ら
、
私
は
A
O
入
試

の
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。
既
存
の

A
O
入
試
と
は
別
に
、
２
０
１
６
年
度

入
試
か
ら
「
実
学
」
重
視
の
タ
イ
プ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
導
入
し
た
の
で
す
。
そ
れ

が
「
新
ガ
リ
レ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

　
新
し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
は
生
徒
の
「
考

え
る
力
」「
伝
え
る
力
」
を
育
て
つ
つ
、

入
学
後
伸
び
そ
う
か
ど
う
か
を
多
面
的

に
評
価
し
ま
す
。
そ
の
た
め
３
回
（
３

日
）
に
わ
た
り
、
大
学
の
学
び
を
実
践

す
る
「
講
義・レ
ポ
ー
ト
」「
集
団
討
論
」

「
実
験
・
実
習
」
や
「
個
別
面
談
」
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
A
O
入
試
に
欠
け
て
い

た
の
は
、
学
力
の
３
要
素
に
つ
な
が
る

「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
な
能
力
」

の
見
極
め
で
し
た
。
本
学
は
こ
の
能
力

を
基
盤
と
し
、
プ
ラ
ス
し
て
専
門
性
を

身
に
付
け
る
「
＋
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
教
育
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

力
こ
そ
が
個
性
や
学
力
を
伸
ば
す
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
で
に
近
い

視
点
の
手
法
を
導
入
し
て
い
た
＊
追
手

門
学
院
大
学
に
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試

に
つ
い
て
話
を
伺
い
に
行
き
ま
し
た
。

特
に
参
考
に
し
た
の
は
、
時
間
を
か
け

て
面
談
で
意
識
・
意
欲
を
測
る
点
、
生

徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ノ
ー
ト
」
を

　「
科
学
的
思
考
力
」
の
基
本
プ
ロ
セ

ス
は
、「
問
題
発
見
↓
仮
説
↓
検
証
↓

振
り
返
り
」
で
す
。
こ
の
過
程
を
繰
り

返
し
、
正
解
の
な
い
問
題
に
挑
ん
で
い

く
こ
と
が
、
自
ら
考
え
、
伝
え
、
成
長

し
て
い
く
力
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
大
学
に
入
っ

て
か
ら
も
伸
び
る
と
考
え
ま
し
た
。

　「
新
ガ
リ
レ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

科
学
的
思
考
力
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
（
左
図
）。

セ
ミ
ナ
ー
で
は「
新
ガ
リ
レ
オ
ノ
ー
ト
」

を
活
用
し
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
は
各
セ
ミ

ナ
ー
で
必
要
な
観
点
が
示
さ
れ
、
学
部

ご
と
に
異
な
る
具
体
的
テ
ー
マ
の
学
び

が
記
録
で
き
、
大
学
で
の
実
学
の
模
擬

体
験
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ノ
ー
ト
へ
の
書
き
込
み
を

通
し
て
大
学
と
い
わ
ば
、
交
換
日
記
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

ま
す
。
基
礎
的
な
能
力
は
多
面
的
評
価

項
目
に
落
と
し
込
ま
れ
て

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
５
段
階

基
準
で
示
さ
れ
て
お
り
、

生
徒
の
自
己
評
価
と
大
学

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
ノ
ー
ト
に
記
録
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
各
能

力
の
達
成
度
合
い
が
確

認
で
き
、
か
つ
低
達
成

の
項
目
、
大
学
評
価
と

の
ず
れ
、
面
談
結
果
の

記
録
を
通
し
て
、
生
徒

自
身
の
成
長
を
促
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

　
２
０
１
６
年
度
の
A
O
入
試
（
募
集

人
員
89
名
）
に
お
け
る
、「
新
ガ
リ
レ

オ
セ
ミ
ナ
ー
」の
規
模
は
、エ
ン
ト
リ
ー

者
2
2
3
名
の
う
ち
34
名
（
15
％
）、

合
格
者
55
名
の
う
ち
14
名
（
25
％
）

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
入
試
の
合
否
に
関
係
な
く
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
満
足
し
た
。
自
己
発
見
が
で
き

た
」
と
す
る
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
は
高
２
生
の
参
加
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
は
セ
ミ
ナ
ー

部
分
へ
の
高
１
・
２
生
の
参
加
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
ノ
ー
ト

に
よ
る
評
価
の
共
有
が
、
生
徒
の
弱
点

認
識
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
高
校
教
員

に
も
伝
わ
っ
て
、
高
校
で
の
弱
点
克
服

を
促
す
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
結
び
つ
く
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
は
A
O
セ
ミ
ナ
ー
を
移
行
し
、

A
O
入
試
の
す
べ
て
を
「
新
ガ
リ
レ
オ

セ
ミ
ナ
ー
」
に
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

評
価
項
目
の
見
直
し
を
重
ね
て
精
度
を

高
く
す
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
全
学
部

で
同
一
の
も
の
を
使
い
ま
し
た
が
、
学

部
ご
と
に
重
視
す
る
観
点
や
配
点
の
変

更
も
検
討
中
で
す
。

　
選
ぶ
側
の
ス
キ
ル
と
人
員
の
確
保
も

課
題
で
す
。今
回
、34
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

に
対
し
て
関
わ
っ
た
教
員
は
10
名
で
し

た
。
今
後
、
A
O
入
試
を
「
新
ガ
リ
レ

オ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
一
本
化
す
る
と
、
エ

ン
ト
リ
ー
者
数
は
2
0
0
〜
3
0
0
名

に
な
り
ま
す
。
時
間
が
か
か
り
人
手
が

い
る
こ
の
入
試
を
実
行
す
る
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
が
必
要
で
す
。
職
員
か

ら
の
参
加
も
増
や
し
、
研
修
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
入
試
改
革
へ
の
挑
戦
は
、

本
学
の
独
自
性
を
示
す
点
で
意
味
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
追
手
門
学
院
大
学
と

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
大
学
に

も
知
見
を
提
供
し
、
多
面
的
評
価
の
入

試
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
科
学
大
学

他
大
学
と
連
携
し

多
面
的
評
価
入
試
の
拡
大
へ

新
ガ
リ
レ
オ
ノ
ー
ト
活
用
で

伸
び
る
生
徒
を
多
面
的
評
価

北海道科学大学 ▼ 1967年創設 ▼ 3学部12学科 ▼ 学生数約3,300人

▼ 2014年に学部改組し、北海道工業大学から現名称に変更。

2016 6-723 2016 6-7 22

い
し
だ
し
ん
じ
●
1
9
9
6
年
北
海
道
工
業
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、

民
間
企
業
を
経
て
2
0
0
2
年
よ
り
北
海
道
工
業
大
学
講
師
。2
0
0
6
年
中

央
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。2
0
0
6
年
北
海

道
工
業
大
学
助
教
授
を
経
て
2
0
1
4
年
か
ら
工
学
部
教
授
。2
0
0
9
年
か
ら

入
試
広
報
を
担
当
。2
0
1
5
年
４
月
よ
り
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。

石
田
眞
二

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長 

工
学
部
教
授

取材・文／須鎌由子　撮影／定久圭吾（アンドボーダー）

問題発見

仮説

検証

振り返り

学部別講義で現状や課題を
把握し、問題を発見する

集団討論を通じて
問題解決策や新提案（仮説）を考える

実験・実習を通して、
解決策や仮説を検証する

これまでを振り返り、学んだことなど
をレポートにして発表する

入試方式別 GPA推移の現実と理想 

G
P
A

１年      ２年       ３年      ４年 １年      ２年       ３年      ４年

センター試験利用入試

GPAの低い群が４年間かけて
徐々に上位群に近づく

一般入試
公募推薦入試

ＡＯ入試

＊P.20～21 追手門学院大学の記事参照

G
P
A

現実 理想



理
念
を
貫
き
改
革
す
る
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
壁
は
厚
い

な
も
の
で
す
。
理
念
に
基
づ
く
教
育
の

実
践
と
志
願
者
増
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
４

年
度
入
試
の
セ
ン
タ
ー
方
式
を
除
く
一

般
入
試
の
延
べ
志
願
者
数
は
、
前
年
よ

り
も
微
減
と
な
り
ま
し
た
（
左
下
図

表
）。
入
試
方
式
の
削
減
に
よ
り
、
受

験
機
会
が
減
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
が
思

う
よ
う
に
は
う
ま
く
い
か
な
い
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
難
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
入
試
方
式
の
一
本
化
や

派
手
な
入
試
方
式
へ
の
変
更
を
行
う
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
学
力
を
持
っ
た
学
生
と
さ
ま
ざ
ま
な

個
性
を
持
っ
た
学
生
を
、
適
切
な
バ
ラ

ン
ス
で
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。
入
試

は
あ
く
ま
で
も
教
育
の
一
環
で
す
か

ら
、
派
手
さ
は
追
い
求
め
ま
せ
ん
。

　
今
の
大
学
選
び
の
実
状
を
す
ぐ
に
変

え
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
我
々
が
ど
う
い
っ
た
大

How to…

H
o

w
 to

…

特集●今の入試方式は最適解か？

は
や
し
ま
さ
き
●
１
９
８
７
年
、甲
南
大
学
法
学
部
法
学
科
卒
業
。１
９
８
８
年
、甲

南
学
園
に
入
職
、大
学
入
試
事
務
室
配
属
。甲
南
学
園
総
務
部
総
務
課
、経
営
企
画
室

に
勤
務
後
、２
０
０
７
年
、フ
ラ
ン
ス
甲
南
学
園
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
日
本
事
務
所
勤
務
。２
０
１

５
年
、大
学
事
務
部
勤
務
。２
０
１
６
年
４
月
に
学
生
募
集
広
報
業
務
が
学
長
室
に
編

入
し
、同
室
課
長
に
就
任
。教
育
の
質
保
証
と
高
大
接
続
を
学
長
直
轄
で
推
進
す
る
。

林 

正
樹

学
長
室 

課
長

　
入
試
改
革
を
行
う
に
あ
た
り
忘
れ
て

は
い
け
な
い
の
は
、
我
々
大
学
は
人
材

の
育
成
が
使
命
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
受
験
生
や
高
校
教
員
な
ど
に
大
学

の
特
徴
を
き
ち
ん
と
伝
え
、
学
生
を
受

け
入
れ
て
社
会
へ
送
り
出
す
と
い
う
本

分
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
入
試
改
革
を

行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
度
入
試
の
改
革
で
は
、

そ
れ
ま
で
11
あ
っ
た
入
試
方
式
を
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
方
式
を
中
心
に
７
つ
に

削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
称
も
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す

い
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
（
右
上
図

表
）。
改
革
の
主
な
目
的
は
、ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
（
Ａ
Ｐ
）
に
合
致
し

た
学
生
や
志
望
度
の
高
い
学
生
を
増
や

す
こ
と
で
し
た
。
加
え
て
、
多
く
の
受

験
生
が
複
数
方
式
を
併
願
す
る
た
め
、

延
べ
志
願
者
数
が
増
え
、
複
雑
な
併
願

パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
受
験
者
の
実
態
を

つ
か
み
に
く
く
な
っ
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
学
内
併
願
の
状

況
が
把
握
し
や
す
く
な
り
、
高
校
の
先

生
か
ら
は
「
入
試
制
度
が
わ
か
り
や
す

く
な
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
学
内
の
入
試
業
務
の
負
荷
も
軽
減

で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
入
試
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト

学
で
あ
る
か
を
伝
え
な
い
と
、
受
験
生

は
選
び
よ
う
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ど

の
学
部
に
ど
ん
な
専
門
家
が
い
て
、
ど

う
い
う
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
…
と

い
う
教
育
の
中
身
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
こ
れ
を
伝

え
る
の
は
難
し
い
。
受
験
生
、保
護
者
、

高
校
教
員
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
求

め
る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
誰
に
伝
え
る
べ
き
か
、
発
信
先
も
大

切
で
す
。
受
験
生
向
け
の
情
報
サ
イ
ト

「
甲
南
Ch.
」は
そ
の
一
環
で
す
が
、今
後
、

本
学
は
特
に
、
受
験
生
の
指
導
者
で
あ

る
高
校
教
員
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

同
じ
教
育
者
の
視
点
で
本
学
を
見
て
、

真
の
姿
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら

で
す
。
大
学
案
内
で
は
知
り
た
い
内
容

を
つ
か
め
な
い
と
も
言
わ
れ
ま
す
か

ら
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
高
校
教
員
向
け
に
特
化

し
た
「
＊
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
、

自
学
の
姿
勢
を
丁
寧
に
伝
え
る
。
め
ざ

す
人
物
像
が
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る

教
育
が
あ
り
、
こ
の
教
育
を
受
け
る
に

ふ
さ
わ
し
い
人
物
か
ど
う
か
を
確
か
め

る
た
め
の
入
試
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
伝

え
る
こ
と
が
、
我
々
の
役
目
で
す
。

　
２
０
１
９
年
に
学
園
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
融

合
型
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
な
ど
、
教
学
の

「
新
機
軸
」
を
策
定
、
実
行
中
で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
授
業
ク
ラ
ス
を
最
適
な
サ
イ
ズ
に
す

る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
１
年

次
の
科
目
は
ご
く
一
部
の
例
外
を
除

き
、
最
も
受
講
者
数
が
多
い
授
業
で
も

１
５
０
名
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
学
共
通
教
育
に
お
い
て
、
学
部

混
成
ゼ
ミ
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大

学
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
施
策
で

す
。
こ
う
し
た
教
育
の
特
徴
を
し
っ
か

り
理
解
し
て
、
本
学
で
学
び
た
い
と
強

く
希
望
す
る
受
験
生
に
入
学
し
て
も
ら

う
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
い
ず
れ
は
、Ｉ
Ｒ
情
報
を
活
用
し
、

授
業
定
員
数
と
学
生
の
満
足
度
と
の
相

関
な
ど
、
説
得
力
の
あ
る
情
報
を
発
信

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
８
年
前
に
開
設
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

創
造
学
部
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
Ａ
Ｏ
入
試

及
び
丁
寧
な
公
募
制
推
薦
入
試
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
入
試
も
他
大
学

に
比
べ
て
多
く
の
提

出
物
を
求
め
る
書
類

審
査
、
そ
し
て
Ａ
Ｏ

入
試
の
一
部
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
課

す
点
、
公
募
制
推
薦

入
試
に
学
力
審
査
だ

け
で
は
な
く
面
接
審

査
も
行
う
点
な
ど
が

特
徴
で
す
。
ボ
イ
ル

ズ
・
コ
リ
ン
学
部
長

は
、
こ
う
述
べ
て
い

ま
す
。「
本
学
部
は
出

席
が
厳
し
く
課
題
も
多
い
の
で
、
受
け

身
な
気
持
ち
で
入
学
し
て
く
る
と
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
人
と
議
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
前
向
き
な
考
え
の

持
ち
主
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
入
試
の
特
徴
は
、
セ
ル
フ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
自
己
選
択
）
を
促
す

こ
と
に
も
な
り
、
志
望
意
欲
の
低
い
受

験
生
は
合
格
ま
で
た
ど
り
着
け
ま
せ

ん
」。
つ
ま
り
、
入
試
を
通
じ
て
、
受

験
生
に
学
部
の
方
針
を
理
解
し
て
も

ら
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
入
試
に
よ
る
過
去
の
入
学
者
を

見
る
と
、Ａ
Ｐ
に
合
致
し
た
人
物
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
受
験
生
に
と
っ
て
は

と
て
も
労
力
が
か
か
る
た
め
、
本
当
に

や
る
気
の
あ
る
受
験
生
が
集
ま
る
の
で

す
。
２
０
１
６
年
度
入
試
か
ら
、
計
７

学
部
に
同
様
の
公
募
制
推
薦
を
導
入
し

ま
し
た
。
ま
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学

部
で
は
、
合
格
発
表
か
ら
入
学
ま
で
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
、
合
格

者
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
課
し
始
め
ま
し

た
。
こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
は
、

高
校
教
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
　

　
学
び
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
は
、

入
学
後
の
学
習
姿
勢
に
直
結
し
ま
す
。

こ
の
期
待
を
高
め
る
こ
と
こ
そ
、
人
を

つ
な
い
で
育
成
す
る
「
高
大
接
続
」
に

不
可
欠
な
視
点
だ
と
我
々
は
考
え
て
い

ま
す
。

甲
南
大
学

学
部
方
針
を
具
現
化
し
た

Ａ
Ｏ
入
試
・
公
募
推
薦

入
試
を
通
し
て

自
学
の
姿
を
伝
え
る

甲南大学 ▼ 1919年創設 ▼８学部14学科 ▼ 学生数は9000人強

▼ 2019年に甲南学園は創立100周年

2016 6-725 2016 6-7 24

4,000 8,000 12,0000

取材・文／友田千恵　撮影／岸隆子（スタジオ エレニッシュ）

一般前期

一般前期2教科判定

一般後期

センター併用型前期

センター併用型後期

センター利用型前期

センター利用型後期

11種類の方式を７種類に 
～入試方式の推移

方式削減で一般入試志願者数は微減
～入試方式別志願者数の推移

5
ス
リ
ム
化

E日程
Ａ日程
E日程Ｏ方式
B日程
E日程C方式
A日程C方式
Ｓ日程
B日程C方式
C日程前期
C日程中期
C日程後期

2013年度入試 2014年度入試

一般前期

一般前期2教科判定
一般後期

センター併用型前期
 
センター併用型後期

センター利用型前期

センター利用型後期

11,440
11,325

285
246

432
235

196
223

1,179
994

3,259
2,642

3,710
  4,991

■2013年度入試
■2014年度入試

（人）

「
人
物
教
育
の
率
先
」と
い
う
建
学
理
念
の
下
、

教
学
の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
、し
な
や
か
に
推
進
す
る
甲
南
大
学
。

入
試
方
式
の
改
革
と
そ
の
成
果
を
、学
長
室
課
長
の
林
正
樹
氏
に
聞
い
た
。

＊この取り組みの詳細は「Between 情報サイト」で６月下旬に紹介する予定です。
　 http://between.shinken-ad.co.jp/hu/2016/06/databook.html

方
式
を
整
理
し
、Ａ
Ｐ
を
伝
え
や
す
い
入
試
に
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チェック
先の入試結果を受けて、次年度の入試を見直す会議が開かれる頃だろう。
本特集のまとめとして、入試方式を見直す際の検証項目を４つの観点からまとめてみた。
10年後、20年後に向け、「さらなる発展」や「生き残り」をかけた入試改革にぜひ取り組んでほしい。

自学で学ぶ意欲を促す教育的な入試か？
逆に阻害するような入試になっていないか？

延べ志願者数を増やすためだけの入試になっていないか？

効率よく受験したい生徒向けの入試になっていないか？

受験生や高校教員に過度な負担を強いる
独り善がりな入試になっていないか？

高校教員や高校生にとって意図と内容がわかりやすいか？

３つのポリシーとの整合性はとれているか？

求める学生像に合った教科や科目を課しているか？ 

求める学生像に合った合格基準・条件になっているか？

求める学生を選ぶための選抜が機能しているか？

求めていない学生が入りやすい入試になっていないか？

高校生や高校教員が期待するものか？

求める学生像に対応しているか？行政や社会、地域の動きを
見越しているか？

経営的に問題ないか？
Check

CheckCheck

Check

入試は、それがどんなにすばらしい試験であっても、高校生や高
校教員、保護者にその意図や内容、選抜方法などが伝わり、理
解されなければ受験者は増えないし、とりたい学生も来ないも
の。「●●方式だと受験料が▲▲円安くなるといったことは派手
に宣伝されているが、肝心の入試科目や試験内容の変更につ
いては情報が入りにくい」という高校教員の声もある。
高校生や高校教員とのコミュニケーションの見直しも重要だ。

国の方針や施策を見越して手を打っているか？

社会の変化やニーズを考えた入試か？

各学部の募集人員は
その学問系統のマーケット規模に合っているか？

募集エリアのマーケットが５年後、10年後、20年後に
どうなるかを把握しているか？

国内だけを見た近視眼的な対応をしていないか？

入試にまつわる業務の負担と入学者の量と質は釣り合っているか？

ＧＰＡ推移、中退率、教員の評判、資格合格率はどうか？

自学の教育力を向上させるために必要な
学生の多様性を確保できているか？ 

入試制度の複雑化により、
受験生の動きが把握しにくくなっていないか？

競合大の動きや参考になりそうな他大学の入試をチェックしているか？

ま と め
まとめ／編集部

今の入試方式は最適解か？

特集●今の入試方式は最適解か？


